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鈴木大拙の『大乗仏教概論』についての考察（中の三）

一

鈴
木
大
拙
の
『
大
乗
仏
教
概
論
』
に
つ
い
て
の
考
察
（
中
の
三
）

横
　
田
　
理
　
博

序一　
『
大
乗
仏
教
概
論
』
に
込
め
ら
れ
た
思
想

二　

ア
ル
ト
ゥ
ー
ア
・
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
と
鈴
木
大
拙　
（
以
上
、
第
七
十
九
輯
に
掲
載
）

三　

思
想
形
成
の
諸
源
泉　
（

（1）
を
第
八
十
輯
に
掲
載
、

（2） 

（3） 

（4）
を
第
八
十
一
輯
に
掲
載
、

（5）
を
本
誌
に
掲
載
）

四　

マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
と
鈴
木
大
拙
（『
理
想
』
第
七
〇
七
号
に
別
稿
「
鈴
木
大
拙
と
マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
」
と
し
て
掲
載
）

五　

そ
の
後
の
鈴
木
の
思
想
展
開

三
　
思
想
形
成
の
諸
源
泉
（
承
前
）

（5）
ポ
ー
ル
・
ケ
イ
ラ
ス

鈴
木
大
拙
の
『
大
乗
仏
教
概
論
』（
一
九
〇
七
年
）
の
思
想
内
容
の
形
成
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
思
想
や
人
物
を
探
っ
て
い
る
。
そ
の
探

索
の
最
後
に
、
ア
メ
リ
カ
で
の
鈴
木
の
上
役
に
あ
た
る
ポ
ー
ル
・
ケ
イ
ラ
ス
と
い
う
人
物
の
思
想
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
み
た
い
。

前
述
の
よ
う
に
、
釈
宗
演
は
シ
カ
ゴ
で
ポ
ー
ル
・
ケ
イ
ラ
ス
と
出
会
い
、
ラ
・
サ
ー
ル
の
自
宅
に
招
待
さ
れ
た
。
井
上
禅
定 　

に
よ

れ
ば
、『
渡
米
紀
程
二
』（
釈
宗
演
と
野
村
洋
三
と
の
合
作
、
東
慶
寺
所
蔵
、
未
刊
）
の
中
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
と
い
う
。

（
86
）



二

「
九
月
三
日　

ド
ク
ト
ル
・
ケ
ー
ラ
ス
氏
来
る
。
氏
は
文
学
社
会
赫か

く
か
く赫

た
る
［
立
派
な
］
人
な
り
、…
…
炯け

い
け
い炯

た
る
［
鋭
く
光
る
］
眼

光
、
偉
大
な
る
五
体
、
鐘
の
如
き
音
声
、
人
を
し
て
奇
傑
と
思
は
し
む
。
初
対
面
の
挨
拶
あ
り
て
、
そ
の
著
作
の
品
評
を
乞
ふ
。

彼
博
覧
強
記
、
立
論
正
確
、
引
証
明
晰
、
了
解
頗
る
速
か
な
り
。
…
…
」（
七
六
頁
）

「
九
月
二
一
日　

…
…
午
後
、
ケ
ー
ラ
ス
氏
に
誘
は
れ
て
シ
カ
ゴ
よ
り
百
哩
［
一
里
は
約
三
、
九
二
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
］
を
隔
つ
ラ

サ
ー
ル
に
到
る
。
博
士
も
と
独
逸
［
ド
イ
ツ
］
の
人
、
…
…
モ
ニ
ス
ト
及
び
オ
ー
プ
ン
コ
ー
ト
な
る
雑
誌
を
刊
行
し
科
学
教
主
義

拡
張
に
従
事
す
。
…
…
」（
八
一
頁
）

「
九
月
二
二
日　

博
士
［
ケ
イ
ラ
ス
］
の
抱
く
所
の
説
は
全
く
仏
陀
の
教
に
符
合
す
。
…
…
万
里
異
域
に
於
て
知
己
を
得
、
同
じ
く

真
理
の
月
を
視
る
、
…
…
」（
八
二
頁
）

釈
宗
演
は
ケ
イ
ラ
ス
邸
に
二
泊
し
て
シ
カ
ゴ
に
も
ど
る
。
英
語
と
日
本
語
と
の
壁
に
よ
り
意
思
疎
通
に
は
苦
労
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、

二
人
は
意
気
投
合
し
た
。

①
ポ
ー
ル
・
ケ
イ
ラ
ス
の
生
涯

ポ
ー
ル
・
ケ
イ
ラ
ス
の
生
涯
と
思
想
に
つ
い
て
の
包
括
的
な
考
察
と
し
て
、
ハ
ロ
ル
ド
・
ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン
の
『
議
論
を
触
発
す
る
人

―
オ
ー
プ
ン
・
コ
ー
ト
社
の
ポ
ー
ル
・
ケ
イ
ラ
ス
』 　

と
い
う
著
作
が
あ
る
。
残
さ
れ
た
書
簡
な
ど
の
多
く
の
資
料
に
基
づ
い
た
克

明
な
研
究
で
あ
る
。
こ
の
研
究
に
依
拠
し
て
ポ
ー
ル
・
ケ
イ
ラ
ス
の
生
涯
と
思
想
の
概
略
を
つ
か
ん
で
お
こ
う
。

ポ
ー
ル
・
ケ
イ
ラ
ス
（
一
八
五
二
～
一
九
一
九
年
）
は
、
ル
タ
ー
派
牧
師
の
子
と
し
て
ド
イ
ツ
に
生
ま
れ
た
。
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
で
教
わ
っ

た
教
師
の
一
人
に
、
数
学
者
で
イ
ン
ド
学
者
で
も
あ
っ
た
ヘ
ル
マ
ン
・
グ
ラ
ス
マ
ン
が
い
た
。
チ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
大
学
で
古
典
文
献
学

の
学
位
を
取
得
し
、
ド
レ
ス
デ
ン
の
ザ
ク
セ
ン
王
立
士
官
学
校
で
教
員
と
な
り
、
ラ
テ
ン
語
・
ド
イ
ツ
語
・
歴
史
な
ど
を
教
え
る
。
し

か
し
、「
一
八
八
〇
年
の
夏
に
彼
が
出
版
し
た
論
説
で
、
聖
書
の
文
字
通
り
の
真
実
性
を
否
定
し
、
聖
書
を
『
オ
デ
ュ
ッ
セ
イ
ア
』［
ホ

メ
ロ
ス
作
と
伝
え
ら
れ
る
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
長
編
叙
事
詩
］
に
匹
敵
す
る
偉
大
な
文
学
作
品
だ
と
説
明
し
た
。」
こ
の
よ
う
な
見
解
は
当
時

（
87
）
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三

珍
し
く
な
か
っ
た
の
だ
が
、
王
立
士
官
学
校
と
し
て
は
、「
士
官
候
補
生
の
訓
練
と
教
育
が
そ
れ
に
沿
っ
て
お
こ
な
わ
れ
る
キ
リ
ス
ト
教

精
神
と
は
調
和
し
な
い
」
と
判
断
し
た
。
謙
虚
に
許
し
を
請
う
と
い
う
選
択
肢
も
あ
っ
た
の
だ
が
、
ケ
イ
ラ
ス
は
こ
れ
を
拒
否
し
、
辞

職
し
、
移
住
す
る
こ
と
に
な
る
（H

enderson, pp.7 -8

）。
ド
イ
ツ
か
ら
ベ
ル
ギ
ー
へ
、
そ
し
て
イ
ギ
リ
ス
へ
、
最
後
に
一
八
八
四
年
も
し

く
は
一
八
八
五
年
に
ア
メ
リ
カ
に
落
ち
着
く
。
発
表
し
た
英
文
著
作
『
モ
ニ
ズ
ム
（
一
元
論
）
と
メ
リ
オ
リ
ズ
ム
（
改
善
説
）』
が
ヘ
ゲ

ラ
ー
に
認
め
ら
れ
、
雑
誌
編
集
の
手
伝
い
を
す
る
こ
と
に
な
る
。

ヘ
ゲ
ラ
ー
（Edw

ard C
. H

egeler, 

一
八
三
五
～
一
九
一
〇
年
）
は
、
一
八
五
六
年
に
ド
イ
ツ
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
、
二
年
後
に
亜
鉛

の
加
工
業
を
ラ
・
サ
ー
ル
で
始
め
、
仕
事
を
順
調
に
成
長
さ
せ
た 　

。
彼
は
思
想
の
世
界
に
も
強
い
関
心
を
抱
き
、
神
と
宇
宙
と
は
一

つ
で
、
そ
の
「
連
続
的
全

0

0

0

0

（the continuous All

）」
の
限
ら
れ
た
部
分
・
現
象
が
人
間
だ
と
い
う
或
る
種
の
「
汎
神
論
」
を
抱
き
、
科
学

と
調
和
す
る
哲
学
的
・
宗
教
的
シ
ス
テ
ム
を
信
念
と
し
て
い
た
。
自
分
の
考
え
を
出
版
に
よ
っ
て
表
現
し
た
い
と
考
え
た
ヘ
ゲ
ラ
ー
は

シ
カ
ゴ
で
出
版
業
を
始
め
る
。

当
初
そ
の
雑
誌
の
編
集
を
依
頼
さ
れ
た
の
は
、
ヘ
ゲ
ラ
ー
よ
り
四
歳
年
下
の
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
ア
ン
ダ
ー
ウ
ッ
ド
（B

enjam
in 

U
nderw

ood

）
と
い
う
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ
っ
た
。
彼
は
唯
物
論
哲
学
と
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
進
化
論
を
擁
護
し
て
い
て
、
し
ば
し
ば
キ
リ

ス
ト
教
の
護
教
論
者
と
論
争
し
て
い
た
。
奴
隷
制
反
対
を
目
指
す
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
左
派
が
創
設
し
た
自
由
宗
教
同
盟
（Free R

eligious 

A
ssociation

）
の
機
関
誌
『
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
（The Index

）』
の
編
集
に
ア
ン
ダ
ー
ウ
ッ
ド
は
携
わ
っ
て
い
た
。
こ
の
『
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
』

が
廃
刊
と
な
り
、
そ
の
寄
稿
者
と
購
読
者
と
を
受
け
継
ぐ
形
で
ヘ
ゲ
ラ
ー
の
新
し
い
雑
誌
が
登
場
す
る
。『
オ
ー
プ
ン
・
コ
ー
ト
（The 

O
pen C

ourt

）』
と
名
付
け
ら
れ
た
こ
の
隔
週
刊
行
雑
誌
は
「
科
学
的
基
礎
に
基
づ
く
倫
理
と
宗
教
と
の
確
立
作
業
の
た
め
に
」
と
い
う

サ
ブ
タ
イ
ト
ル
を
付
け
て
、
そ
の
第
一
号
が
一
八
八
七
年
二
月
一
七
日
に
刊
行
さ
れ
る
。

宗
教
を
尊
重
す
る
ヘ
ゲ
ラ
ー
と
、
宗
教
か
ら
距
離
を
と
ろ
う
と
す
る
ア
ン
ダ
ー
ウ
ッ
ド
と
の
間
に
は
も
と
も
と
溝
が
あ
っ
た
。
す
べ

（
88
）



四

て
の
宗
教
に
共
通
す
る
真
理
の
要
素
を
含
む
よ
う
な
合
理
的
・
科
学
的
哲
学
を
雑
誌
は
目
指
し
て
い
た
が
、
ア
ン
ダ
ー
ウ
ッ
ド
に
よ
る

不
可
知
論
寄
り
の
論
調
が
雑
誌
創
刊
当
初
の
考
え
に
合
わ
な
い
こ
と
に
ヘ
ゲ
ラ
ー
が
不
満
を
も
つ
よ
う
に
な
る
。
一
八
八
七
年
一
一
月

二
四
日
の
号
で
ア
ン
ダ
ー
ウ
ッ
ド
は
去
り
、
一
二
月
二
二
日
の
号
か
ら
ケ
イ
ラ
ス
の
編
集
に
代
わ
る
。
ケ
イ
ラ
ス
は
ヘ
ゲ
ラ
ー
の
長
女

メ
ア
リ
ー
と
結
婚
す
る
こ
と
に
も
な
る
。

一
八
九
〇
年
に
は
も
う
一
つ
の
雑
誌
『
モ
ニ
ス
ト
（M

onist

）』（
今
日
ま
で
続
く
季
刊
の
学
術
誌
）
の
刊
行
も
始
ま
る
。
オ
ー
プ
ン
・

コ
ー
ト
社
は
大
西
洋
を
越
え
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
思
想
を
ア
メ
リ
カ
に
紹
介
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
学
者
の
様
々
な
著

作
を
出
版
し
た
が
、
中
で
も
物
理
学
者
で
あ
り
哲
学
者
で
あ
る
エ
ル
ン
ス
ト
・
マ
ッ
ハ
（Ernst M

ach, 

一
八
三
八
～
一
九
一
六
年
）
は
、

個
人
的
に
も
哲
学
上
も
ケ
イ
ラ
ス
と
親
密
だ
っ
た
。
ケ
イ
ラ
ス
は
マ
ッ
ハ
の
一
元
論
に
賛
同
し
て
い
た
。『
感
覚
の
分
析
』
な
ど
マ
ッ
ハ

の
著
作
数
冊
が
英
訳
さ
れ
て
オ
ー
プ
ン
・
コ
ー
ト
社
で
出
版
さ
れ
た
。

パ
ー
ス
（C

harles Sanders Peirce, 
一
八
三
九
～
一
九
一
四
年
）
は
、
宇
宙
で
の
出
来
事
が
正
確
に
法
則
に
決
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
そ

れ
ま
で
の
通
念
に
反
駁
し
、「
偶
然
主
義
（tychism

）」
と
呼
ば
れ
る
哲
学
的
非
決
定
論
を
唱
え
て
い
た
。
ケ
イ
ラ
ス
は
パ
ー
ス
の
論
理

学
と
科
学
哲
学
を
高
く
評
価
し
、
世
に
認
め
ら
れ
る
前
の
パ
ー
ス
に
『
モ
ニ
ス
ト
』
と
『
オ
ー
プ
ン
・
コ
ー
ト
』
へ
の
寄
稿
を
依
頼
す

る
こ
と
を
通
じ
て
、
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
た
パ
ー
ス
の
哲
学
研
究
を
支
援
し
た
。
編
集
者
ケ
イ
ラ
ス
と
投
稿
者
パ
ー
ス
と
の
間
に
は
、

パ
ー
ス
が
原
稿
を
手
直
し
し
す
ぎ
る
点
や
一
般
的
に
わ
か
り
や
す
い
文
章
を
書
か
な
い
点
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
ト
ラ
ブ
ル
も

あ
っ
た
ら
し
い
。

一
八
九
三
年
に
シ
カ
ゴ
で
開
か
れ
た
「
万
国
［
世
界
］
宗
教
会
議
（the W

orld’s Parliam
ent of R

eligions

）」（
こ
の
会
議
に
つ
い
て
は

（2）

で
紹
介
し
た
）
は
、
ケ
イ
ラ
ス
の
こ
の
先
の
仕
事
の
方
向
性
を
変
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
彼
は
こ
の
宗
教
会
議
の
助
言
評
議
員
の
一
人
に

任
命
さ
れ
て
い
る
。
彼
自
身
は
九
月
一
九
日
に
「
科
学
、
一
つ
の
宗
教
的
啓
示
」
と
い
う
三
十
分
の
講
演
を
担
当
し
て
い
る
（
そ
の
内
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五

容
に
つ
い
て
は
③
で
後
述
す
る
）。
こ
の
会
議
に
は
、
既
存
の
諸
伝
統
の
最
良
の
も
の
か
ら
真
理
を
探
る
と
い
う
点
で
、
オ
ー
プ
ン
・
コ
ー

ト
出
版
社
の
理
念
と
相
通
じ
る
も
の
が
あ
っ
た
。
こ
の
会
議
で
ケ
イ
ラ
ス
は
様
々
な
人
々
と
出
会
い
、
仏
教
を
は
じ
め
と
す
る
東
洋
思

想
へ
の
興
味
を
か
き
た
て
ら
れ
た
。
中
で
も
、
前
述
の
よ
う
に
円
覚
寺
の
禅
僧
、
釈
宗
演
と
は
意
気
投
合
し
、
こ
の
こ
と
が
鈴
木
の
渡

米
に
つ
な
が
る
こ
と
に
な
る
。
ケ
イ
ラ
ス
は
こ
の
会
議
の
再
開
の
た
め
に
尽
力
す
る
こ
と
に
も
な
る
（
実
現
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
）。

キ
リ
ス
ト
教
以
外
の
諸
宗
教
思
想
に
対
し
て
非
寛
容
な
意
見
は
当
時
の
社
会
に
根
強
か
っ
た
の
だ
が
、
ケ
イ
ラ
ス
は
自
分
た
ち
と
は
対

立
す
る
意
見
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
の
重
要
性
を
訴
え
た
。
既
存
の
諸
宗
教
の
間
の
違
い
を
明
ら
か
に
し
て
、
こ
の
違
い
の
中
か
ら
、
各

伝
統
の
最
良
の
要
素
を
混
合
す
る
こ
と
を
通
じ
て
一
つ
の
宗
教
的
真
理
が
現
れ
る
こ
と
を
ケ
イ
ラ
ス
は
期
待
し
た
。『
モ
ニ
ス
ト
』
へ
の

寄
稿
「
万
国
宗
教
会
議
拡
張
」（
一
八
九
五
年
）
の
中
で
は
、「
宗
教
の
本
質
は
た
だ
一
つ
で
あ
り
う
る
し
、
す
べ
て
の
民
族
・
す
べ
て
の

地
方
・
す
べ
て
の
条
件
の
も
と
で
一
つ
で
同
一
で
あ
り
続
け
る
に
違
い
な
い
。
そ
れ
を
人
類
が
認
識
す
る
の
が
早
け
れ
ば
早
い
ほ
ど
、

進
歩
に
と
っ
て
も
幸
福
に
と
っ
て
も
す
べ
て
の
国
際
関
係
に
と
っ
て
も
よ
り
一
層
良
好
に
な
る
だ
ろ
う
」 　

と
書
か
れ
て
い
る
（H

enderson, 

p.74

）。
ケ
イ
ラ
ス
は
、
こ
の
世
に
は
人
間
の
命
よ
り
も
重
要
な
も
の
が
あ
る
（
た
と
え
ば
名
誉
や
国
家
の
正
当
な
権
利
）
と
考
え
て
い
て
、
戦

争
は
必
要
悪
で
あ
り
、
平
和
主
義
を
よ
し
と
は
し
な
か
っ
た
。
彼
は
米
西
戦
争
（
一
八
九
八
年
）
を
熱
狂
的
に
支
持
し
て
い
た
と
い
う
。

一
九
一
四
年
に
第
一
次
世
界
大
戦
が
勃
発
す
る
と
す
ぐ
に
『
オ
ー
プ
ン
・
コ
ー
ト
』
誌
に
戦
争
関
係
の
論
考
を
載
せ
る
。
ケ
イ
ラ
ス
は

ド
イ
ツ
の
軍
国
主
義
を
肯
定
的
に
見
、
イ
ギ
リ
ス
の
ド
イ
ツ
へ
の
裏
切
り
に
批
判
的
な
立
場
を
と
る
。
米
国
の
参
戦
に
は
反
対
だ
っ
た
。

米
国
が
参
戦
す
る
と
、
米
国
内
の
ド
イ
ツ
系
住
民
へ
の
反
感
が
広
が
り
、
ケ
イ
ラ
ス
一
家
は
敵
国
ド
イ
ツ
と
の
関
係
を
疑
わ
れ
、
当
局

か
ら
監
視
さ
れ
る
と
い
う
不
本
意
な
事
態
に
な
っ
た
。

一
九
一
九
年
、
ポ
ー
ル
・
ケ
イ
ラ
ス
は
そ
の
生
涯
を
閉
じ
る
。
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六

②
ポ
ー
ル
・
ケ
イ
ラ
ス
の
思
想

数
学
上
の
公
理
は
人
格
神
を
信
じ
な
く
て
も
妥
当
す
る
か
ら
人
格
神
に
依
存
し
な
い
。
諸
法
則
は
神
が
創
造
し
た
も
の
で
は
な
く
、

む
し
ろ
そ
れ
ら
の
諸
法
則
に
神
が
適
応
し
た
の
で
あ
り
、
人
格
的
な
創
造
神
よ
り
も
究
極
的
な
も
の
が
真
の
神
だ
と
ケ
イ
ラ
ス
は
考
え

る
。宗

教
史
は
迷
信
や
偏
狭
さ
を
脱
す
る
方
向
に
発
展
し
て
き
た
と
ケ
イ
ラ
ス
は
見
る
。
一
八
九
三
年
の
著
作
『
科
学
の
宗
教
』
の
中
で
、

科
学
か
ら
宗
教
へ
の
影
響
の
最
終
的
な
目
標
は
、「
宗
教
的
信
仰
を
合
理
化
し
、
偏
狭
な
信
条
を
寛
容
に
し
て
一
つ
の
宇
宙
的
宗
教

（cosm
ical religion

）
―
そ
れ
は
唯
一
真
実
で
普
遍
的
な
信
仰
、
真
理
の
、
す
な
わ
ち
、
科
学
的
真
理
の
宗
教
、
科
学
の
宗
教
（the 

R
eligion of Science

）
で
あ
ろ
う

―
に
至
る
こ
と
」 　

だ
と
書
か
れ
て
い
る
（H

enderson, p.56

）。

ケ
イ
ラ
ス
は
『
形
式
の
哲
学
』（
一
九
一
一
年
）
と
い
う
著
作
で
、「
我
々
が
生
き
て
い
る
世
界
は
カ
オ
ス
で
は
な
く
コ
ス
モ
ス
で
あ

り
、
…
…
そ
の
構
造
は
す
べ
て
の
細
部
に
至
る
ま
で
一
貫
し
て
い
る
」 　

と
述
べ
て
い
る
。
自
然
科
学
の
よ
う
に
客
観
的
な
哲
学
を
構

築
し
よ
う
と
し
て
い
た
。「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
的
な
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ス
ト
た
ち
や
、
相
対
性
理
論
の
物
理
学
者
た
ち
や
、
ベ
ル

ク
ソ
ン
的
な
生
気
論
者
た
ち
か
ら
の
『
反
知
性
的
』
攻
撃
に
対
し
て
」
自
説
を
擁
護
し
よ
う
と
努
め
た
（H

enderson, p.142

）。
ケ
イ
ラ

ス
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
に
、
パ
ー
ス
を
高
く
評
価
す
る
点
で
共
感
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
が
、
一
九
〇
八
年
か
ら
一
九
一
一

年
に
か
け
て
の
論
考
で
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
論
に
対
し
て
、
そ
れ
が
厳
密
性
を
欠
く
こ
と
を
く
り
か
え
し
批
判
す
る
。

実
在
を
絶
対
的
に
写
す
理
論
は
な
く
、
真
理
は
見
出
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
作
ら
れ
る
も
の
だ
と
い
う
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
主
張
に
対
し
て

ケ
イ
ラ
ス
は
反
発
し
た 　

。「
真
理
」
の
普
遍
性
が
認
め
ら
れ
な
い
と
す
れ
ば
、「
多
元
論
（pluralism

）」、
さ
ら
に
は
「
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
」

に
行
き
着
い
て
し
ま
う
。
そ
れ
は
ケ
イ
ラ
ス
が
若
い
頃
か
ら
一
貫
し
て
主
張
し
て
き
た
「
一
元
論
（m

onism

）」
と
い
う
科
学
の
原
理
と

は
反
す
る
も
の
だ
っ
た
。
ケ
イ
ラ
ス
に
と
っ
て
、
科
学
の
客
観
性
と
い
う
理
想
を
無
効
に
す
る
と
い
う
か
ぎ
り
で
相
対
性
理
論
の
支
持

者
は
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ス
ト
と
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、「
反
科
学
的
」・「
反
知
性
的
」
な
も
の
だ
と
感
じ
ら
れ
た
。
ケ
イ
ラ
ス
は
「
不

（
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七

可
知
論
（agnosticism

）」
に
反
対
し
て
い
た
。
そ
れ
は
人
々
の
心
を
害
し
、
不
活
発
で
無
関
心
に
し
、
真
理
探
究
を
放
棄
さ
せ
る
も
の

だ
と
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

ケ
イ
ラ
ス
は
実
体
と
し
て
の
魂
を
否
定
す
る
（
そ
の
点
で
仏
教
に
通
じ
る
）。
死
後
も
存
続
す
る
魂
は
な
い
が
、
そ
れ
で
か
ま
わ
な
い
。

な
ぜ
な
ら
「
我
々
は
我
々
の
子
供
達
の
中
に
生
き
、
我
々
の
言
葉
の
中
に
生
き
、
我
々
の
作
品
の
中
に
生
き
、
ど
こ
で
あ
れ
我
々
の
存

在
の
痕
跡
を
残
す
と
こ
ろ
に
我
々
は
生
き
る
」 　

、
そ
の
意
味
で
「
不
死
」
だ
か
ら
で
あ
る
、
と
ケ
イ
ラ
ス
は
一
九
〇
二
年
の
『
オ
ー

プ
ン
・
コ
ー
ト
』
へ
の
寄
稿
「
ど
こ
か
ら
ど
こ
へ

―
批
判
へ
の
応
答
」
で
書
い
て
い
る
（H

enderson, pp.54 -55

）。
た
と
え
ば
車
輪
や

針
の
発
明
が
受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
は
発
明
者
の
魂
が
今
も
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
ら
が
改
良
さ
れ
て
い
く
こ
と

は
人
類
の
進
歩
に
つ
れ
て
人
間
の
魂
の
重
要
性
が
増
大
し
て
い
く
こ
と
な
の
だ
と
ケ
イ
ラ
ス
は
考
え
る
。

過
去
の
人
々
の
理
念
や
経
験
を
現
在
の
我
々
が
受
け
継
ぎ
、
我
々
の
理
念
や
経
験
は
我
々
の
死
後
も
生
き
続
け
る
と
い
う
見
解
は
、

ケ
イ
ラ
ス
の
『
形
式
の
哲
学
』（
一
九
一
一
年
）
の
中
で
も
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
（H

enderson, pp.143 -144

）。

「
そ
れ
ら
［
我
々
の
形
式
・
理
念
］
は
、
我
々
が
他
者
に
そ
れ
ら
を
主
張
し
た
仕
方
に
応
じ
て
生
き
続
け
る
。
そ
れ
ら
は
人
間
性
と
い

う
寺
院
の
積
み
石
と
な
る
。
何
百
万
人
も
の
祖
先
た
ち
が
見
た
こ
と
は
我
々
の
目
に
生
き
、
何
百
万
人
も
の
祖
先
た
ち
が
聞
い
た
こ

と
は
我
々
の
耳
に
生
き
る
。
我
々
の
現
在
の
文
明
は
過
去
の
偉
大
な
思
想
家
た
ち
の
最
良
の
理
念
に
よ
っ
て
培
わ
れ
て
い
る
。」 　

こ
の
よ
う
に
、
魂
は
不
死
で
は
な
い
が
、
影
響
が
生
き
続
け
る
と
い
う
意
味
で
の
「
不
死
」
は
あ
る
、
と
ケ
イ
ラ
ス
は
主
張
す
る
。

（
ケ
イ
ラ
ス
の
こ
の
主
張
は
、
鈴
木
が
『
大
乗
仏
教
概
論
』
で
「
霊
魂
」
は
不
死
で
は
な
い
が
影
響
と
し
て
の
「
業
」
は
不
死
で
あ
る
と
主
張
し
た

こ
と
と
符
合
す
る
。
鈴
木
の
「
業
」
論
は
仏
教
論
と
し
て
は
類
例
を
見
な
い
た
い
へ
ん
特
異
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
ケ
イ
ラ
ス
に
触
発
さ

れ
た
見
解
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
ケ
イ
ラ
ス
の
い
う
影
響
関
係
の
「
不
死
」
を
仏
教
の
「
業
」
と
結
び
付
け
た
点
は
鈴
木
の
独
創
だ
っ
た

と
言
え
よ
う
。）
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八

③
シ
カ
ゴ
万
国
宗
教
会
議
で
の
発
表

シ
カ
ゴ
の
万
国
宗
教
会
議
の
公
式
記
録
の
中
に
「
科
学
、
一
つ
の
宗
教
的
啓
示
（Science a religious revelation

）」
と
い
う
ポ
ー
ル
・

ケ
イ
ラ
ス
の
発
表
原
稿
の
要
旨
が
収
録
さ
れ
て
い
る 　

。
抜
粋
し
て
訳
出
し
て
み
る
。

「
…
…
宗
教
は
人
間
の
心
の
奥
の
信
念
で
、
人
間
の
行
動
を
規
制
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
宗
教
は
不
滅
で
あ
る
。
人
間
が
道
徳
な

し
に
生
き
ら
れ
な
い
か
ぎ
り
、
宗
教
は
人
類
に
必
要
と
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
…
…

神
は
、
私
に
と
っ
て
は
、
人
類
の
大
部
分
に
と
っ
て
そ
う
だ
っ
た
よ
う
に
、
道
徳
的
意
味
を
も
つ
観
念
で
あ
る
。
神
は
道
徳
上
の

『
べ
き
』
の
根
拠
で
あ
る
。
…
…

科
学
は
神
の
一
つ
の
啓
示
で
あ
る
。
科
学
は
我
々
に
真
理
に
つ
い
て
の
情
報
を
与
え
る
。
そ
し
て
真
理
は
神
の
意
志
を
示
す
。
…
…

宗
教
上
の
真
理
の
本
性
は
科
学
的
真
理
の
本
性
と
同
じ
で
あ
る
。
真
理
は
一
つ
し
か
な
い
。
互
い
に
対
立
し
合
う
二
つ
の
真
理
は

あ
り
え
な
い
。
…
…

人
間
の
宗
教
的
直
観
は
我
々
の
祖
先
に
最
も
重
要
な
道
徳
的
真
理
の
い
く
つ
か
を
教
え
た
。
そ
れ
は
知
の
限
ら
れ
た
彼
ら
の
時
代

に
は
他
の
方
法
で
は
決
し
て
知
ら
れ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
…
…

機
械
に
つ
い
て
の
科
学
が
過
去
に
発
明
さ
れ
た
機
械
を
破
壊
す
る
よ
う
に
は
な
ら
な
い
。
む
し
ろ
反
対
に
も
っ
と
役
立
つ
よ
う
に

す
る
。
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
宗
教
的
真
理
へ
の
科
学
的
洞
察
は
宗
教
を
破
壊
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
く
、
宗
教
を
純
粋
化

し
広
め
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
…
…

一
部
の
宗
教
的
人
間
が
科
学
を
嫌
う
こ
と
は
、
自
然
で
無
理
も
な
い
こ
と
な
の
だ
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
嘆
か
わ
し
い
誤
り

だ
と
認
識
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
…
…

我
々
の
宗
教
的
神
話
（m

ythology

）
は
宗
教
そ
れ
自
体
と
あ
ま
り
に
同
一
視
さ
れ
て
い
て
、
宗
教
的
神
話
が
誤
り
だ
と
認
識
さ
れ

た
ら
宗
教
そ
れ
自
体
も
不
可
避
的
に
崩
壊
す
る
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。
…
…
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九

教
条
主
義
（dogm

atism

）
の
破
壊
は
宗
教
そ
れ
自
体
の
破
壊
の
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、
そ
れ
は
宗
教
上
の
前
進

な
の
で
あ
る
。
…
…

科
学
を
拒
絶
す
る
と
い
う
宗
教
の
考
え
は
必
ず
破
綻
す
る
運
命
に
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
考
え
は
存
続
で
き
な
い
し
、
文
明
の
進
歩

と
と
も
に
消
滅
す
る
運
命
に
あ
る
。
し
か
し
、
宗
教
は
消
滅
し
な
い
。
宗
教
は
残
る
。
人
間
は
宗
教
な
し
に
は
あ
り
え
な
い
。
な

ぜ
な
ら
、
宗
教
は
道
徳
の
基
礎
で
あ
り
、
人
間
は
道
徳
な
し
に
生
き
て
い
け
な
い
か
ら
で
あ
る
。

宗
教
は
科
学
と
同
じ
よ
う
に
不
滅
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
科
学
は
真
理
を
追
求
す
る
方
法
で
あ
り
、
宗
教
は
真
理
に
則
る
生
き
方

を
し
よ
う
と
す
る
熱
意
と
善
意
だ
か
ら
で
あ
る
。」

冒
頭
で
ケ
イ
ラ
ス
は
フ
ラ
ン
ス
の
ギ
ュ
ヨ
ー
の
『
未
来
の
無
宗
教
』
と
い
う
書
に
言
及
し
、
そ
こ
で
主
張
さ
れ
た
〝
宗
教
は
次
第
に

消
滅
し
て
い
く
〟
と
い
う
見
方
に
反
対
し
て
宗
教
の
意
義
を
主
張
す
る
。
鈴
木
も
ま
た
『
大
乗
仏
教
概
論
』
第
三
章
の
最
後
で
ギ
ュ
ヨ
ー

の
『
未
来
の
無
宗
教
』
に
言
及
し
て
、
科
学
と
と
も
に
宗
教
は
消
滅
す
る
と
い
う
見
解
に
反
対
し
、
宗
教
か
ら
迷
信
的
部
分
が
な
く
な
っ

て
も
宗
教
の
核
心
部
分
は
残
る
と
主
張
し
て
い
る
（O

utlines, pp.84 -86 , 

佐
々
木
訳
九
九
～
一
〇
〇
頁
）。

宗
教
の
中
の
「
神
話
」
的
な
部
分
が
な
く
な
っ
て
も
宗
教
そ
れ
自
体
が
消
滅
す
る
こ
と
は
な
い
、
と
ケ
イ
ラ
ス
は
言
う
。
こ
の
論
点

は
、
聖
書
の
文
字
通
り
の
受
け
取
り
方
を
批
判
し
て
ド
イ
ツ
の
士
官
学
校
を
辞
職
す
る
こ
と
に
な
っ
た
ケ
イ
ラ
ス
に
と
っ
て
切
実
な
問

題
だ
っ
た
ろ
う
。
こ
の
見
解
は
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
も
『
意
志
と
表
象
と
し
て
の
世
界
』
の
中
（
第
六
五
節
の
註
）
で
言
及
し
て
い

た 　

。
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
思
想
に
ケ
イ
ラ
ス
は
感
化
さ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

宗
教
は
消
滅
し
な
い
と
い
う
と
き
、
ケ
イ
ラ
ス
は
宗
教
の
中
心
を
「
道
徳
」
に
置
い
て
い
る
。
道
徳
が
な
く
な
る
こ
と
は
な
い
か
ら

宗
教
も
な
く
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
宗
教
と
同
様
に
「
科
学
」
も
ま
た
「
神
の
啓
示
」
だ
と
ケ
イ
ラ
ス
は
言
う
。
と
も
に

「
真
理
」
を
示
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
宗
教
と
科
学
と
の
対
立
は
あ
り
え
な
い
。
宗
教
が
科
学
を
拒
絶
す
る
の
も
、
科
学
が
宗
教
を
拒
絶

す
る
の
も
、
と
も
に
誤
り
だ
と
主
張
す
る
。
宗
教
と
科
学
と
の
相
互
補
完
関
係
を
主
張
す
る
ケ
イ
ラ
ス
の
立
場
は
、
鈴
木
が
『
大
乗
仏
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一
〇

教
概
論
』
で
継
承
す
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
、
鈴
木
が
宗
教
の
本
質
を
道
徳
に
見
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
検
討
を
要
す
る
だ
ろ

う
。ケ

イ
ラ
ス
の
東
洋
思
想
へ
の
関
心
を
示
す
叙
述
も
あ
る
。

「
キ
リ
ス
ト
以
前
、
倫
理
学
が
ま
だ
科
学
と
し
て
知
ら
れ
て
い
な
い
と
き
、
ア
ジ
ア
の
賢
人
が
人
々
に
敵
を
愛
す
こ
と
を
教
え
た
。」

と
し
て
、『
ダ
ン
マ
パ
ダ
』 　

の
「
憎
し
み
は
憎
し
み
に
よ
っ
て
は
終
わ
ら
な
い
。
憎
し
み
は
愛
に
よ
っ
て
終
わ
る
。
こ
れ
は
古
い
ル
ー

ル
で
あ
る
。」
と
い
う
言
葉
を
挙
げ
て
い
る
（p.980

）。

④
『
仏
陀
の
福
音
』

シ
カ
ゴ
の
万
国
宗
教
会
議
で
知
り
合
っ
た
釈
宗
演
の
も
と
に
、
の
ち
に
ケ
イ
ラ
ス
は
そ
の
著
作The G

ospel of Buddha 　
（
一
八
九

四
年
）
を
送
る
。
こ
れ
を
釈
宗
演
の
弟
子
、
鈴
木
大
拙
が
和
訳
し
『
仏
陀
の
福
音
』 　

と
し
て
日
本
で
出
版
す
る
（
一
八
九
五
年
）。
さ
ら

に
こ
の
こ
と
が
縁
で
鈴
木
は
一
八
九
七
年
よ
り
ア
メ
リ
カ
の
ケ
イ
ラ
ス
の
も
と
に
滞
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
鈴
木
の
ア
メ
リ
カ
滞
在
の

成
果
と
し
て
の
『
大
乗
仏
教
概
論
』
を
考
察
し
て
い
る
本
稿
に
と
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
滞
在
の
端
緒
と
な
っ
た
こ
の
『
仏
陀
の
福
音
』
翻

訳
は
大
き
な
意
義
を
も
っ
て
い
る
。

鈴
木
の
渡
米
に
つ
い
て
、
鈴
木
本
人
の
約
六
十
年
後
の
回
想
で
は
、『
仏
陀
の
福
音
』
邦
訳
の
あ
と
、
ケ
イ
ラ
ス
が
ひ
き
つ
づ
き
東
洋

思
想
に
興
味
を
も
ち
、
老
子
の
『
道
徳
経
』
を
英
訳
す
る
た
め
の
助
け
を
必
要
と
し
釈
宗
演
に
誰
か
推
薦
し
て
ほ
し
い
と
頼
ん
だ
の
が

き
っ
か
け
だ
と
書
か
れ
て
い
る 　

。
し
か
し
、
ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン
に
よ
れ
ば
実
情
は
、
ケ
イ
ラ
ス
の
思
想
に
惹
か
れ
た
鈴
木
の
ほ
う
か
ら

ケ
イ
ラ
ス
の
も
と
に
行
き
た
い
と
釈
に
申
し
出
、
釈
が
ケ
イ
ラ
ス
に
依
頼
の
書
簡
（
一
八
九
六
年
一
月
一
五
日
付
け
）
を
書
い
た
よ
う
で

あ
る
（H
enderson, pp.100 -102

）。

鈴
木
が
本
書
の
翻
訳
を
引
き
受
け
た
理
由
は
次
の
よ
う
に
「
凡
例
」
に
書
か
れ
て
い
る
。

「
従
来
我
が
邦
に
は
汗
牛
充
棟
の
［
非
常
に
多
く
の
］
仏
教
大
意
書
あ
れ
ど
も
、
佶
屈
聱ご

う
が牙

［
堅
苦
し
く
て
難
解
］
の
も
の
に
あ
ら
ざ

（
97
）

（
98
）

（
99
）

（
100
）
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一
一

れ
ば
奇
怪
変
幻
の
も
の
、
高
尚
深
遠
の
も
の
に
あ
ら
ざ
れ
ば
平
易
卑
俗
の
も
の
に
て
、
今
時
の
中
学
教
育
を
受
け
た
る
人
々
の
た

め
恰
好
な
る
も
の
は
あ
ら
ず
。
予
、
居
常
［
つ
ね
ひ
ご
ろ
］
こ
れ
を
遺
憾
と
し
た
り
し
に
、
た
ま
た
ま
馨ケ

イ
ラ
ス

蘭
西
博
士
よ
り
送
り
来
た

れ
る
『
仏
陀
の
福
音
』
の
正
に
こ
の
需
要
に
応
ず
る
が
如
き
も
の
あ
る
を
認
め
た
る
を
も
て
、
先
年
こ
れ
を
和
訳
し
て
世
に
公
に

し
た
り
。」（
鈴
木
二
五
巻
二
八
一
頁
）

つ
ま
り
、
仏
教
の
「
大
意
書
」
に
は
難
解
す
ぎ
た
り
簡
単
す
ぎ
た
り
し
て
適
切
な
も
の
が
な
い
と
考
え
て
い
た
鈴
木
が
、
こ
の
書
な
ら

仏
教
大
意
書
を
求
め
る
日
本
人
の
需
要
に
応
じ
ら
れ
る
と
見
做
し
て
和
訳
し
た
の
だ
と
い
う
（
こ
れ
は
鈴
木
の
考
え
と
い
う
だ
け
で
は
な

く
、
こ
の
書
の
邦
訳
を
勧
め
た
釈
宗
演
の
考
え
で
も
あ
っ
た
ろ
う
）。

こ
の
『
仏
陀
の
福
音
』
と
い
う
書
の
内
容
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

基
本
的
に
は
、
釈
迦
の
生
涯
と
教
え
が
本
書
の
内
容
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
次
の
よ
う
な
生
き
方
・
心
の
も
ち
方
に
つ
い
て
の
教
訓

が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
人
に
施
し
を
な
す
も
の
は
最
大
の
福
徳
を
亨う

く
べ
し
、
償
い
を
与
え
ず
し
て
人
よ
り
取
る
も
の
は
最
大
の
損
亡
を
招
く
べ
し
。」

（p.147 , 

鈴
木
二
五
巻
四
二
五
頁
）

「
慾
心
を
断
ち
、
憍
慢
を
離
れ
、
も
ろ
も
ろ
の
情
念
を
制
せ
る
も
の
は
、
法の

り

に
応か

な

え
り
、
福

さ
い
わ
い

を
全
う
せ
り
、
不
退
転
の
志
を
も
て

り
。」（pp.148 -149 , 

鈴
木
二
五
巻
四
二
七
頁
）

「
他ひ

と

を
欺
く
を
得
ざ
れ
、
他ひ

と

を
軽
ん
ず
る
を
得
ざ
れ
、
瞋
恚
の
炎ほ

む
ら

に
駆
ら
れ
て
他ひ

と

を
害
う
を
得
ざ
れ
。」（p.149 , 

鈴
木
二
五
巻
四
二

七
頁
）

「
こ
の
世
に
お
け
る
人
間
の
生
涯
は
短
く
し
て
か
つ
苦
し
み
な
り
。
一
た
び
生
ま
れ
た
る
も
の
は
、
い
か
な
る
術
を
運
ら
す
と
も
遂

に
死
を
脱ま

ぬ
が

る
能
わ
ず
。」（p.187 , 

鈴
木
二
五
巻
四
六
四
頁
）

「
固
く
真
理
を
持
し
て
こ
れ
を
燈と

も
し
び光

と
な
せ
。
た
だ
真
理
の
中
に
の
み
解
脱
を
求
め
よ
。
自
己
以
外
の
も
の
は
そ
の
何
た
る
を
問
わ



一
二

ず
、
決
し
て
頼
み
と
な
す
こ
と
な
か
れ
。」（p.206 , 

鈴
木
二
五
巻
四
七
九
頁
）

こ
れ
ら
は
仏
教
ら
し
い
教
え
で
あ
り
、
仏
教
の
紹
介
と
し
て
順
当
だ
ろ
う
。

ケ
イ
ラ
ス
の
仏
教
論
に
は
、
永
久
不
変
の
一
つ
の
真
理
が
存
在
す
る
と
い
う
想
定
が
あ
る
（
こ
こ
に″
真
理
は
一
つ
だ
〟
と
い
う
ケ
イ
ラ

ス
の
信
条
を
読
み
取
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
）。
そ
れ
は
次
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

「
主
な
る
仏
は
人
生
の
罪
悪
を
嘆
き
、
ま
た
こ
の
世
の
は
か
な
き
を
看
た
ま
い
て
、
常
住
不
死
の
一
物
（the one thing that w

ill not 

fade or perish
）
を
獲
て
、
も
っ
て
救
い
の
道
を
求
め
た
ま
え
り
。」（pp.2 -3 , 

鈴
木
二
五
巻
二
九
三
頁
）

「
万
有
遷
流
の
間
に
も
絶
え
て
変
わ
る
こ
と
な
き
一
物
（the im

m
utable in the changes of existence

）
に
［
わ
れ
ら
を
］
帰
依
せ
し
め

よ
。」（p.4 , 

鈴
木
二
五
巻
二
九
四
頁
）

「
真
理
は
転
変
す
る
万
物
の
間
に
潜
み
匿
れ
、
万
物
を
し
て
実
在
な
ら
し
む
る
な
り
。
真
理
は
変
変
化
化
の
う
ち
に
あ
り
て
も
し
か

も
恒
に
存
し
て
変
わ
る
こ
と
な
し
。（Truth is the perm

anent in change.

）」（p.5 , 

鈴
木
二
五
巻
二
九
五
頁
）

「
万
有
の
実
性
は
一
な
り
（A

ll things are m
ade of one essence,

）、
さ
れ
ど
そ
の
千さ

ま

ざ

ま

状
万
態
の
形
を
現
わ
せ
る
は
種い

ろ
い
ろ々

の
形
象
に
従

え
る
が
故
な
り
。
…
…
譬
え
ば
陶す

え
も
の器

師
が
同ひ

と
つ一

の
粘つ

ち土
を
以
て
種い

ろ
い
ろ々

の
器う

つ
わ物

を
造
る
が
如
し
。」（p.141 , 

鈴
木
二
五
巻
四
二
一
頁
）

「
真
理
は
無
窮
な
り
、
天
地
崩
る
る
こ
と
あ
ら
ん
も
、
真
理
は
依
然
と
し
て
こ
れ
あ
ら
ん
。」（p.231 , 

鈴
木
二
五
巻
五
〇
一
頁
）

釈
迦
は
「
瞿
曇
悉
達
多
［
ゴ
ー
タ
マ
・
シ
ッ
ダ
ー
ル
タ
］
は
逝
け
る
と
も
、
仏
（Tathāgata

）
は
恒
に
在
ら
ん
。」（p.220 , 

鈴
木
二
五
巻
四

九
一
頁
）
と
語
っ
て
死
去
す
る
。
第
九
八
章
は
「
仏
陀
の
三
身
（the three personalities of B

uddha

）」

―
法
身
・
応
身
・
報
身

―

を
説
い
て
い
る
（pp.225 -228 , 

鈴
木
二
五
巻
四
九
五
～
四
九
八
頁
）。

「
我が

（Self

）
は
人
を
迷
わ
す
に
愉
快
を
以
て
し
、
こ
れ
に
天
上
の
極
楽
を
与
う
べ
し
と
い
う
。
さ
れ
ど
我
は
幻
な
り
（Self is as a veil 

covering our eyes.

）、
物
の
実
相
を
隠
し
て
見
せ
し
め
ず
」（p.6 , 

鈴
木
二
五
巻
二
九
五
頁
）
と
し
て
、「
我
」（
自
我
意
識
）
を
「
幻
」
と
見

て
い
る
点
や
、「
摩マ

ー
ヤ
ー耶

の
黒
雲
は
汝
曹
の
眼
を
遮
れ
り
（The veil of self-delusion covers your eyes.

）」（p.178 , 

鈴
木
二
五
巻
四
五
五
頁
）
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一
三

と
い
う
表
現
を
踏
ま
え
る
と
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
「
マ
ー
ヤ
ー
の
ベ
ー
ル
」
の
思
想
を
い
く
ら
か
連
想
さ
せ
る
の
だ
が
、
少
な

く
と
も
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
名
前
、
あ
る
い
は
宇
宙
は
「
法
身
」
の
自
己
「
顕
現
」
だ
と
い
う
よ
う
な
着
想
は
登
場
し
な
い
。
つ

ま
り
、「
一
物
」
と
い
う
主
張
は
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
「
顕
現
」
す
る
と
い
う
考
え
は
こ
こ
に
は
な
い
。

「
奇
蹟
」
や
「
魔
術
」
や
「
不
可
思
議
な
こ
と
」
を
求
め
る
こ
と
を
仏
が
阻
止
す
る
姿
勢
を
ケ
イ
ラ
ス
は
描
い
て
い
る
。
奇
蹟
と
い
う

な
ら
、
罪
人
が
善
人
に
変
わ
っ
た
り
、
僧
が
快
楽
を
捨
て
る
こ
と
そ
れ
自
体
が
奇
蹟
だ
と
言
え
る
（pp.151 -152 , 

鈴
木
二
五
巻
四
二
九
～

四
三
〇
頁
）。
阿
弥
陀
仏
の
極
楽
浄
土
が
存
在
す
る
の
も
、
あ
く
ま
で
も
「
心
の
上
の
こ
と
（spiritual

）」
で
あ
り
、
決
し
て
不
可
思
議

な
話
で
は
な
い
と
言
う
（p.152 , 
鈴
木
二
五
巻
四
三
〇
頁
）。「
神
通
」
に
つ
い
て
も
、
た
と
え
ば
遠
く
離
れ
た
故
郷
に
い
る
父
の
こ
と
を

思
い
起
こ
せ
る
よ
う
に
、
通
常
の
生
活
の
中
で
起
こ
り
う
る
こ
と
な
の
だ
と
説
明
し
、
不
可
思
議
な
こ
と
だ
と
い
う
印
象
を
も
た
せ
な

い
よ
う
に
論
じ
て
い
る
（pp.154 -155 , 
鈴
木
二
五
巻
四
三
二
～
四
三
三
頁
）。
一
種
の
（
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
い
う
）「
脱
呪
術
化
（
エ
ン
ト
ツ
ァ
ウ

ベ
ル
ン
ク
）」
の
姿
勢
だ
と
言
え
る 　

。

『
仏
陀
の
福
音
』
の
附
録
「
保
羅
馨
蘭
西
［
ポ
ー
ル
・
ケ
イ
ラ
ス
］
小
伝
」
の
中
で
は

「
世
界
宗
教
大
会
の
折
、
博
士
は
科
学
的
宗
教
を
代
表
し
て
、
真
理
は
科
学
の
研
鑽
し
拡
張
し
得
る
と
こ
ろ
に
し
て
、
ま
た
か
く
の

如
き
真
理
に
あ
ら
ざ
れ
ば
宗
教
的
黙
示
と
し
て
吾
曹
の
信
憑
を
博
す
る
に
足
ら
ず
と
の
説
を
主
張
せ
り
。
し
か
し
て
博
士
は
仏
教

の
最
も
忠
実
に
こ
の
主
義
に
合
え
る
を
見
て
、
…
…
」（
鈴
木
二
五
巻
五
〇
八
～
五
〇
九
頁
）

と
書
か
れ
て
い
る
。
科
学
と
宗
教
と
は
相
反
す
る
も
の
で
は
な
く
、
と
り
わ
け
仏
教
は
科
学
と
調
和
し
う
る
と
い
う
の
が
ケ
イ
ラ
ス
の

立
場
で
あ
っ
た 　

。
自
然
科
学
と
仏
教
と
を
統
合
的
に
捉
え
る
鈴
木
の
立
場
（
第
一
章

（5）
を
参
照
）
に
は
ポ
ー
ル
・
ケ
イ
ラ
ス
か
ら
の
影

響
が
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
本
書
の
最
も
大
き
な
特
徴
は
、
タ
イ
ト
ル
「
仏
陀
の
福
音
（The G

ospel of B
uddha

）」
が
示
す
通
り
、
イ
エ
ス
の
誕
生

（
101
）

（
102
）



一
四

を
救
い
と
し
て
描
く
「
福
音
書
」
の
形
を
借
り
て
釈
迦
の
生
涯
と
そ
の
教
説
を
描
い
て
い
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。
ケ
イ
ラ
ス
は

冒
頭
に「

好よ

き
音お

と
ず
れ信

を
喜
べ
。
吾わ

れ
ら曹

の
主
な
る
仏
は
諸
悪
の
根み

な
も
と源

を
看み

い
だ出

し
た
ま
え
り
。
吾
曹
に
救
い
の
道
を
示
し
た
ま
え
り
。（R

ejoice 

at the glad tidings!  B
uddha, our Lord, has found the root of all evil. H

e has show
n us the w

ay of salvation.

）」（p.1 , 

鈴
木
二
五
巻
二
九

一
頁
）

と
書
い
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ブ
ッ
ダ
の
悟
り
を
「
好よ

き
音お

と
ず
れ信

」
す
な
わ
ち
「
福
音
」
と
し
て
喜
び
な
さ
い
と
い
う
言
葉
か
ら
こ
の
書
は

始
ま
っ
て
い
る
。「
三
帰
依
」
の
対
象
た
る
「
仏
法
僧
」
が
仏
と
教
法
と
「
教
会
（church, com

m
unity

）」
に
な
っ
て
い
る
点
（pp.43 -45 , 

鈴
木
二
五
巻
三
三
一
～
三
三
二
頁
）
や
、
教
説
を
普
及
さ
せ
る
べ
く
弟
子
を
派
遣
す
る
場
面
（pp.48 -49 , 

鈴
木
二
五
巻
三
三
五
～
三
三
六
頁
）

な
ど
に
、
釈
迦
の
生
涯
を
イ
エ
ス
の
生
涯
と
近
接
さ
せ
て
紹
介
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

仏
の
言
葉
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
数
多
く
の
言
葉
の
中
に
、

「
女
人
の
美
わ
し
き
を
見
て
心
乱
る
る
も
の
は
、
邪
慾
の
雲
に
掩
わ
れ
て
智
の
光
昏く

ら

ま
ん
。
汝な

ん
じ
ら等

の
心
に
肉
慾
を
熾さ

か
ん

に
せ
ん
よ
り

は
、
女
人
の
容か

た
ち

を
見
て
邪
慾
を
起
こ
さ
ん
よ
り
は
、
如
か
ず
熱
鉄
を
以
て
汝
等
の
両
眼
を
抉く

じ

り
去
ら
ん
に
は
。」（p.79 , 

鈴
木
二
五

巻
三
六
三
頁
）

と
い
う
一
節
が
あ
る
。
こ
れ
は
新
約
聖
書
の

「
情
欲
を
抱
い
て
女
を
見
る
者
は
誰
で
も
、
す
で
に
心
の
中
で
姦
淫
を
犯
し
た
の
で
あ
る
。
右
の
目
が
あ
な
た
を
つ
ま
ず
か
せ
る
な

ら
、
え
ぐ
り
出
し
て
捨
て
な
さ
い
。
体
の
一
部
が
な
く
な
っ
て
も
、
全
身
が
ゲ
ヘ
ナ
［
地
獄
］
に
投
げ
込
ま
れ
な
い
ほ
う
が
ま
し

で
あ
る
。」（「
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
」
第
五
章
第
二
八
～
二
九
節
）

と
い
う
教
え
を
仏
教
に
投
入
し
て
い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
仏
典
に
そ
の
よ
う
な
教
え
は
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
釈
迦
の
教
え

を
イ
エ
ス
の
教
え
に
近
づ
け
よ
う
と
す
る
強
引
さ
が
時
に
感
じ
ら
れ
る
。
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一
五

ケ
イ
ラ
ス
が
仏
の
言
葉
だ
と
い
う
次
の
教
え
、

「
宝た

か
ら財

を
深
く
土
中
に
蓄
う
る
も
何
の
益
か
あ
ら
ん
、
空
し
く
竭つ

く
る
に
至
ら
ん
の
み
。
慈
善
・
愛
憐
・
節
慾
・
克
己
な
ど
も
ろ
も

ろ
の
善
行
に
よ
り
て
積
み
重
ね
た
る
宝た

か
ら財

は
奪
わ
る
る
こ
と
な
く
、
竭
く
る
こ
と
な
し
。
こ
は
他ひ

と

を
譏
り
悪
む
も
の
の
得
る
能
わ

ざ
る
所
な
り
、
ま
た
盗
人
の
窃
か
に
持
ち
去
る
能
わ
ざ
る
所
な
り
。
浮
雲
の
富
は
い
か
に
積
む
こ
と
多
き
も
、
死
し
て
の
後
は
何

の
用
か
あ
ら
ん
、
た
だ
徳
行
の
宝た

か
ら財

は
到
る
と
こ
ろ
人
に
従
う
。
さ
ら
ば
賢
き
人
々
よ
、
善
行
を
為
せ
、
善
行
は
決
し
て
亡
ぶ
る

時
な
し
。」（pp.149 -150 , 

鈴
木
二
五
巻
四
二
八
頁
）

も
ま
た
、
新
約
聖
書
の
中
の

「
あ
な
た
が
た
は
地
上
に
宝
を
積
ん
で
は
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
は
、
虫
が
食
っ
て
損
な
っ
た
り
、
盗ぬ

す
び
と人

が
忍
び
込
ん
で
盗
み
出
し
た

り
す
る
。
宝
は
、
天
に
積
み
な
さ
い
。
そ
こ
で
は
、
虫
が
食
っ
て
損
な
う
こ
と
も
な
く
、
盗
人
が
忍
び
込
ん
で
盗
み
出
す
こ
と
も

な
い
。
あ
な
た
の
宝
の
あ
る
と
こ
ろ
に
、
あ
な
た
の
心
も
あ
る
の
だ
。」（「
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
」
第
六
章
第
一
九
～
二
一
節
）

と
い
う
話
を
仏
教
に
も
ち
こ
ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。「
魔
王
（M

āra

）」
が
釈
迦
を
三
度
「
迷
わ
さ
ん
と
」
し
た
と
い
う
話
（pp.207 -

209 , 

鈴
木
二
五
巻
四
八
〇
～
四
八
二
頁
）
も
イ
エ
ス
を
悪
魔
が
三
度
誘
惑
し
た
と
い
う
聖
書
の
話
（「
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
」
第
四
章
第
一

～
一
一
節
）
を
投
影
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

本
書
に
は
出
典
に
関
し
て
信
憑
性
の
な
い
ケ
ー
ス
が
少
な
く
な
い
。
そ
も
そ
も
出
典
を
示
し
て
い
な
い
。
イ
エ
ス
が
説
い
て
い
た
教

え
を
釈
迦
の
教
え
と
し
て
挿
入
す
る
こ
と
な
ど
は
今
日
で
は
考
え
ら
れ
な
い
牽
強
付
会
だ
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
或
る
将
軍
の
問
い
に
答
え
て
仏
は
次
の
よ
う
に
語
っ
た
と
ケ
イ
ラ
ス
は
書
い
て
い
る
。

「
如
来
は
兄
弟
相
争
い
て
互
い
に
斬
り
果
た
さ
ん
と
す
る
が
如
き
は
痛
む
べ
き
わ
ざ
な
り
と
教
う
。
さ
れ
ど
彼
は
平
和
を
保
た
ん
と

て
万あ

ら
ゆ
る般

手て
だ
て段

を
尽
く
せ
る
の
ち
義
の
為
め
に
戦
う
も
の
を
非
難
せ
ざ
る
な
り
。
…
…
争
い
は
な
か
る
べ
か
ら
ず
、
こ
の
生
何
も
の



一
六

か
争
い
な
ら
ざ
ら
ん
。
さ
れ
ど
争
う
も
の
は
、
真
理
と
義
と
に
逆
ら
い
て
私
心
を
逞
う
せ
ん
と
す
る
が
如
き
こ
と
な
か
ら
ん
を
要

す
る
な
り
。」（p.127 , 

鈴
木
二
五
巻
四
〇
七
頁
） 

つ
ま
り
、
戦
争
は
総
じ
て
拒
否
さ
れ
る
べ
き
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
戦
争
が
望
ま
し
く
な
い
も
の
だ
と
は
し
つ
つ
も
「
義
の
為
め
」

の
戦
争
で
あ
れ
ば
認
め
る
と
い
う
立
場
が
表
明
さ
れ
て
い
る
（
②
で
言
及
し
た
ケ
イ
ラ
ス
自
身
の
戦
争
観
が
投
影
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
）。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
正
義
の
戦
い
に
お
い
て
は
「
勇
猛
」
た
る
べ
く
激
励
さ
れ
て
も
い
る
。

「
将
軍
よ
、
決
烈
の
志
を
奮
い
て
戦
え
、
勇
猛
の
心
を
励
ま
し
て
戦
え
、
た
だ
真
理
の
将
士
と
な
れ
、
如
来
は
汝
に
福

さ
い
わ
い

を
与
え

ん
。」（p.129 , 
鈴
木
二
五
巻
四
〇
九
頁
）

こ
の
よ
う
な
戦
争
論
は
、

（4）
⑥
で
指
摘
し
た
よ
う
に
釈
宗
演
のSerm

ons of a Buddhist Abbot

（『
閑
葛
藤
』）
に
も
ま
た
見
出
せ
る
立
場

で
あ
り
、
そ
れ
は
仏
教
の
戦
争
協
力
と
し
て
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
が
批
判
す
る
論
点
で
あ
る
。
時
間
的
な
前
後
関
係
を
考
え

れ
ば
、「
義
戦
」
肯
定
論
は
釈
が
ケ
イ
ラ
ス
か
ら
継
承
し
た
立
場
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

⑤
『
カ
ル
マ
』（
鈴
木
訳
『
因
果
の
小
車
』）

『
仏
陀
の
福
音
』
を
皮
切
り
に
、
鈴
木
は
ポ
ー
ル
・
ケ
イ
ラ
ス
の
著
作
を
い
く
つ
か
邦
訳
す
る
こ
と
に
な
る
。K

arm
a: A Story of early 

Buddhism

の
邦
訳
『
因
果
の
小お

ぐ
る
ま車

』
も
そ
の
一
つ
で
あ
る 　

。
一
八
九
四
年
に
発
表
さ
れ
た
英
文
の
邦
訳
が
一
八
九
八
年
に
日
本
で
刊

行
さ
れ
た
。
こ
れ
は
次
の
よ
う
な
物
語
で
あ
る
。

昔
イ
ン
ド
で
、
宝
石
商
人
バ
ン
ド
ー
と
そ
の
僕し

も
べ

マ
ハ
ー
ド
ー
タ
が
商
用
の
た
め
馬
車
で
バ
ー
ラ
ー
ナ
シ
ー
に
移
動
中
、
旅
の
僧
侶

ナ
ー
ラ
ダ
を
馬
車
に
の
せ
る
こ
と
に
な
る
。
バ
ー
ラ
ー
ナ
シ
ー
に
米
を
運
ぶ
途
中
で
車
を
ぬ
か
る
み
に
と
ら
れ
て
立
ち
往
生
し
て
い
た

農
夫
デ
ー
ワ
ラ
を
商
人
は
助
け
ず
に
見
捨
て
て
去
る
。
馬
車
を
降
り
た
僧
は
農
夫
に
「
御
身
が
前
世
に
て
、
か
の
宝
石
商
人
に
為
せ
る

所
を
今
生
に
て
報
い
ら
る
ゝ
に
過
ぎ
ず　

御
身
は
自
ら
蒔
け
る
種
子
を
自
ら
刈
れ
る
也
、
さ
れ
ば
御
身
の
運
命
は
御
身
自
ら
が
行
へ
る

所
の
果
報
な
り
…
…
吾
等
の
今
日
は
皆
吾
等
の
自
ら
為
せ
る
に
て
過
去
の
業
報
な
ら
ず
と
云
ふ
こ
と
な
し
、
即
ち
吾
等
は
吾
等
自
ら
作

（
103
）
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一
七

れ
る
な
り
」（K

arm
a, pp.4 -5 , 

鈴
木
二
六
巻
六
～
七
頁
）
と
語
る
。

商
人
が
落
と
し
た
財
布
を
拾
っ
た
農
夫
は
僧
の
い
う
と
お
り
に
商
人
を
訪
ね
て
彼
に
手
渡
す
。
僧
を
訪
れ
た
商
人
に
僧
は
「
他
を
視

る
こ
と
全
く
自
れ
と
同
一
に
す
べ
し
、
自
ら
欲
す
る
所
を
推
し
て
他
に
施
す
べ
し
、
か
く
し
て
善
行
の
種
子
を
蒔
き
お
き
た
ら
ん
に
は
、

他
日
必
ず
豊
饒
な
る
収
穫
を
得
る
な
ら
む
…
…
我が

は
幻
な
り
（Self is an illusion.

）…
…
我
の
幻
な
る
を
知
ら
ざ
れ
ば
摩マ

ー
ヤ耶

の
妖
霧
（the 

veil of M
āyā

）
に
鎖
さ
れ
て
眼
昏
み
、
己
れ
と
他
人
と
の
間
に
は
免
れ
ぬ
種
々
の
因
縁
あ
り
て
、
御
身
の
体
中
に
あ
る
五
臓
六
腑
の
相

互
に
関
係
あ
る
よ
り
も
尚
一
層
親
し
き
関
係
あ
る
を
看
る
能
わ
ず
…
…
他
を
害
ふ
は
己
を
害
ふ
な
り　

他
を
助
く
る
は
己
の
福
徳
を
つ

む
な
り
…
…
摩
耶
の
迷
霧
（the veil of M

āyā

）
に
蔽
は
れ
た
る
も
の
は
、
霊
界
に
も
彼
れ
我
れ
の
種
々
限
り
な
き
差
別
あ
る
が
如
く
視

ゆ
る
な
り
…
…
」（pp.8 -9 , 

鈴
木
二
六
巻
九
～
一
〇
頁
）
と
説
く
。
感
化
さ
れ
た
商
人
は
そ
の
故
郷
に
寺
を
建
て
る
。

一
方
、
財
布
を
盗
ん
だ
と
い
う
濡
れ
衣
を
着
せ
ら
れ
た
僕し

も
べ

マ
ハ
ー
ド
ー
タ
は
商
人
の
も
と
を
去
っ
て
山
賊
の
首
領
と
な
る
。
金
銀
宝

玉
を
積
ん
で
移
動
す
る
途
中
の
商
人
バ
ン
ド
ー
を
山
中
で
マ
ハ
ー
ド
ー
タ
ら
盗
賊
が
襲
撃
す
る
。
し
か
し
、
今
度
は
そ
の
マ
ハ
ー
ド
ー

タ
が
仲
間
の
盗
賊
の
手
下
た
ち
に
襲
わ
れ
、
ナ
ー
ラ
ダ
の
弟
子
の
僧
パ
ン
タ
カ
に
助
け
ら
れ
介
抱
さ
れ
る
。
こ
の
と
き
パ
ン
タ
カ
が
マ

ハ
ー
ド
ー
タ
に
語
っ
た
話
が
、
い
わ
ゆ
る
「
蜘
蛛
の
糸
（The Spider W

eb

）」
で
あ
る
（pp.13 -16 , 

鈴
木
二
六
巻
一
三
～
一
六
頁
）。
地
獄

で
苦
し
む
カ
ン
ダ
タ
の
も
と
に
仏
陀
が
「
蜘
蛛
の
糸
」
を
垂
ら
し
た
。
カ
ン
ダ
タ
が
か
つ
て
森
で
、
害
を
な
さ
な
い
蜘
蛛
を
踏
み
殺
す

ま
い
と
思
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
カ
ン
ダ
タ
だ
け
で
な
く
地
獄
の
大
勢
の
人
々
が
糸
を
つ
か
ん
で
下
か
ら
登
っ

て
こ
よ
う
と
す
る
の
に
動
揺
し
て
「
去
れ
去
れ
、
此
糸
は
わ
が
も
の
な
り
」
と
カ
ン
ダ
タ
が
絶
叫
し
た
と
き
糸
は
切
れ
た
。
パ
ン
タ
カ

は
「
我
執
の
念
は
亡
び
に
し
て
（selfhood is dam

nation

）
真
理
は
生
命
な
れ
ば
な
り
」
と
語
る
（p.16 , 

鈴
木
二
六
巻
一
五
頁
）。

瀕
死
の
マ
ハ
ー
ド
ー
タ
は
僧
パ
ン
タ
カ
に
商
人
バ
ン
ド
ー
か
ら
奪
っ
た
宝
の
あ
り
か
を
教
え
る
。
バ
ン
ド
ー
を
訪
ね
た
僧
は
「
浄
も

不
浄
も
皆
己
自
ら
に
属
せ
り　

誰
か
他
人
を
清
め
得
る
も
の
あ
ら
ん
…
…
わ
れ
ら
の
業
は
わ
れ
ら
自
ら
が
な
せ
る
行
為
の
果
な
り
…
…
」

と
語
る
（p.18 , 

鈴
木
二
六
巻
一
七
頁
）。
バ
ン
ド
ー
は
「
他
を
害
ふ
は
己
を
害
ふ
な
り　

他
を
助
く
る
は
己
の
福
徳
を
つ
む
な
り
」
と
遺



一
八

訓
を
残
す
（p.21 , 

鈴
木
二
六
巻
一
八
頁
）。

以
上
の
よ
う
な
物
語
で
あ
る
。

鈴
木
が
「
因
果
の
小
車
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
を
付
け
た
の
は
、
物
語
の
端
緒
と
な
る
冒
頭
の
馬
車
の
場
面
に
着
目
し
た
か
ら
だ
ろ
う
。

鈴
木
の
「
緒
言
」
に
よ
れ
ば
、
こ
の
作
品
は
ト
ル
ス
ト
イ
が
ロ
シ
ア
語
に
翻
訳
し
、
さ
ら
に
そ
れ
が
独
仏
英
で
重
訳
さ
れ
た
と
い
う
（
鈴

木
二
六
巻
三
頁
）。

日
本
で
は
鈴
木
訳
『
因
果
の
小
車
』
を
読
ん
だ
芥
川
龍
之
介
が
そ
れ
を
モ
デ
ル
と
し
て
「
蜘
蛛
の
糸
」 　

を
『
赤
い
鳥
』
に
発
表
し

（
一
九
一
八
年
）、
そ
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
人
口
に
膾
炙
し
て
い
る
。
吉
田
精
一
の
解
説 　

に
よ
れ
ば
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
『
カ
ラ
マ
ー

ゾ
フ
の
兄
弟
』（
一
八
八
一
年
）
第
七
編
の
中
に
出
て
く
る
「
一
本
の
葱
」
と
い
う
ロ
シ
ア
の
民
話
が
そ
っ
く
り
の
内
容
だ
と
い
う
。「
一

本
の
葱
」
は
、
意
地
の
悪
い
お
婆
さ
ん
が
死
ん
で
火
の
池
に
い
た
と
こ
ろ
、
生
前
乞
食
女
に
葱
を
一
本
施
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
に

免
じ
て
上
か
ら
葱
が
さ
し
の
べ
ら
れ
、
お
婆
さ
ん
は
こ
れ
に
つ
か
ま
っ
た
が
、
火
の
池
の
中
の
ほ
か
の
人
々
も
そ
れ
に
つ
か
ま
り
だ
し

た
の
で
、
お
婆
さ
ん
は
足
で
け
ち
ら
か
し
た
。
そ
の
と
き
葱
は
ぷ
つ
り
と
切
れ
た
、
と
い
う
話
で
あ
る 　

。

「
こ
の
民
話
は
、
ど
ん
な
罪
人
に
も
慈
悲
の
心
が
あ
る
こ
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
人
間
が
神
仏
に
救
わ
れ
得
る
こ
と
。
し
か
し
ま
た
自

分
ひ
と
り
だ
け
よ
い
目
に
あ
お
う
と
す
る
エ
ゴ
イ
ズ
ム
が
、
結
局
は
他
の
人
々
を
救
わ
れ
な
い
も
の
に
す
る
と
と
も
に
自
分
を
も

破
滅
さ
せ
る
、
そ
う
い
う
テ
ー
マ
を
『
カ
ル
マ
』
と
と
も
に
共
有
し
て
い
る
。」

と
吉
田
は
言
う
（「『
蜘
蛛
の
糸
・
杜
子
春
』
に
つ
い
て
」、
一
七
五
頁
）。

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
「
一
本
の
葱
」
と
い
う
キ
リ
ス
ト
教
世
界
の
話
を
ポ
ー
ル
・
ケ
イ
ラ
ス
が
仏
教
風
の
話
に
変
形
さ
せ
て
『
カ

ル
マ
』
の
中
に
挿
入
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
作
品
は
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
と
ト
ル
ス
ト
イ
と
い
う
ロ

シ
ア
の
作
家
た
ち
、
鈴
木
と
芥
川
、
キ
リ
ス
ト
教
と
仏
教
、
と
様
々
な
人
間
・
思
想
へ
の
広
が
り
を
も
つ
興
味
深
い
一
つ
の
結
節
点
だ

（
104
）

（
105
）

（
106
）
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一
九

と
い
え
る
。

『
カ
ル
マ
』（『
因
果
の
小
車
』）
の
説
く
思
想
内
容
に
着
目
し
て
み
よ
う
。

こ
の
作
品
で
は
、
自
分
の
お
こ
な
っ
た
悪
行
の
結
果
は
必
ず
自
分
に
不
幸
な
結
果
と
し
て
返
っ
て
く
る
、
自
分
の
善
行
の
結
果
は
必

ず
幸
福
な
結
果
と
し
て
返
っ
て
く
る
と
い
う
「
自
業
自
得
」
の
原
理
が
一
貫
し
て
主
張
さ
れ
て
い
る
。
人
は
「
マ
ー
ヤ
ー
の
ベ
ー
ル
」

ゆ
え
に
自
他
を
差
別
し
が
ち
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
幻
だ
と
見
抜
く
べ
き
だ
と
い
う
教
え
に
は
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
『
意
志
と
表

象
と
し
て
の
世
界
』
を
彷
彿
と
さ
せ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

「
業
」
と
い
う
テ
ー
マ
は
鈴
木
の
『
大
乗
仏
教
概
論
』
で
も
一
章
を
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
、
こ
の
鈴
木
の
「
業
」
論
は
、
第
一
章

（7）
で
述
べ
た
よ
う
に
、
自
業
自
得
と
い
っ
て
つ
き
は
な
す
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
他
者
と
の
関
わ
り
合
い
を
強
調
す
る
点
や
、
善
行
悪
行

の
結
果
は
経
済
的
な
も
の
よ
り
も
個
人
の
満
足
感
に
こ
そ
あ
る
と
す
る
点
な
ど
、
か
な
り
特
有
の
思
想
で
あ
っ
た
。『
カ
ル
マ
』（『
因
果

の
小
車
』）
の
業
論
も
、
自
他
の
差
別
と
い
う
「
マ
ー
ヤ
ー
の
ベ
ー
ル
」
を
な
く
す
こ
と
を
訴
え
、
利
他
行
を
勧
め
て
い
る
点
は
鈴
木
の

『
大
乗
仏
教
概
論
』
と
同
じ
な
の
だ
が
、『
大
乗
仏
教
概
論
』
に
特
有
の
業
論
は
こ
こ
に
は
見
ら
れ
な
い
。

⑥
『
ア
ミ
タ
ー
バ
』（
鈴
木
訳
『
阿
弥
陀
仏
』）

一
九
〇
六
年
に
ケ
イ
ラ
ス
の
著
作Am

itābha: A Story of Buddhist theology

が
刊
行
さ
れ
、
早
く
も
同
年
の
う
ち
に
鈴
木
に
よ
る
邦

訳
『
阿
弥
陀
仏
』
が
日
本
で
刊
行
さ
れ
て
い
る 　
（
こ
の
と
き
鈴
木
は
す
で
に
ア
メ
リ
カ
の
ケ
イ
ラ
ス
の
も
と
に
滞
在
し
て
お
り
、『
大
乗
仏
教

概
論
』
の
刊
行
は
翌
年
の
こ
と
で
あ
る
）。
次
の
よ
う
な
物
語
で
あ
る
。

紀
元
前
三
世
紀
の
頃
、
ア
シ
ョ
ー
カ
王
の
死
後
、
世
が
乱
れ
て
い
た
が
、
北
方
部
族
が
来
て
ガ
ン
ダ
ー
ラ
王
国
を
建
て
る
。
こ
こ
で

再
び
仏
教
が
栄
え
る
。
こ
れ
が
物
語
の
舞
台
で
あ
る
。

北
方
豪
族
の
一
人
、
チ
ャ
ラ
カ
が
山
寺
に
来
て
出
家
し
、
ス
プ
ー
テ
ィ
を
師
と
し
て
得
度
し
て
仏
教
を
学
ぶ
。
し
か
し
、
次
第
に
既

存
の
教
え
に
疑
問
を
抱
く
よ
う
に
な
る
。

（
107
）



二
〇

「
生
き
て
動
く
が
罪
に
あ
ら
ず
、
悪
に
あ
ら
ず
…
…
徒
ら
に
寂
静
に
耽
り
て
何
の
益
か
あ
ら
ん
…
…
此
心
、
動
き
て
而
し
て
道
を
離

れ
ざ
れ
ば
こ
そ
、
人
た
る
の
用
を
遂
ぐ
る
と
云
ふ
べ
け
れ
、
心
を
死
灰
に
し
て
は
瓦
石
と
何
の
択
ぶ
所
ぞ
。
…
…
活
潑
潑
地
の
源

泉
、
是
吾
が
求
む
る
所
に
ぞ
あ
る
。」（pp.10 -11 , 

鈴
木
二
五
巻
五
二
四
～
五
二
五
頁
）

つ
ま
り
、
枯
れ
木
の
よ
う
な
寂
滅
を
求
め
る
「
仙
人
主
義
」、「
隠
遁
主
義
」
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
心
の
平
和
」
を
求
め
つ
つ
も
「
活

潑
潑
地
」
に
「
動
く
」
こ
と
こ
そ
望
ま
し
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
念
で
あ
る
。
法
堂
で
長
老
に
向
か
っ
て

「
敢
て
世
の
虚
栄
を
遂
ふ
と
に
は
あ
ら
ざ
れ
ど
、
故こ

と
さ

ら
に
之
を
避
け
ん
と
の
要
あ
ら
ん
や
。
苦
と
楽
と
は
人
生
を
織
り
な
せ
る
経

緯
な
り
、
而
し
て
吾
は
必
ず
し
も
生
を
悪
ま
ず
、
吾
は
此
生
の
発
展
し
て
理
想
の
実
現
せ
ら
れ
ん
を
願
ふ
。
こ
れ
吾
が
た
め
の
み

に
あ
ら
ず
、
亦
利
他
を
兼
ぬ
。
…
…
」

と
懺
悔
す
る
（pp.38 -39 , 

鈴
木
二
五
巻
五
三
九
頁
）

チ
ャ
ラ
カ
は
ま
た
、「
常
一
主
宰
の
存
在
（the Suprem

e B
eing

）
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
議
論
す
る
。「
多
神
（the gods

）」
で
は
な

く
「
一
神
（G

od

）」、
そ
し
て
「
吾
が
法
界
に
お
け
る
一
切
の
善
・
知
・
真
・
美
の
根
源
」
で
あ
り
、「
一
切
の
根
源
に
し
て
万
物
究
竟

の
理
な
り
、
常
一
主
宰
の
実
在
、
一
切
知
者
、
一
切
世
界
の
造
物
主
・
作
成
者
・
勝
者
・
征
服
者
・
支
配
者
、
而
し
て
一
切
衆
生
の
父

と
な
る
も
の
、
未
だ
曾
て
生
れ
ず
、
未
だ
曾
て
死
せ
ず
」
と
い
う
よ
う
な
主
宰
者
で
あ
る
（pp.14 -21 , 

鈴
木
二
五
巻
五
二
五
～
五
二
九
頁
。

す
べ
て
の
「
根
源
」
で
あ
る
こ
と
ま
で
は
仏
教
の
「
法
身
」
だ
と
し
て
も
、「
造
物
主
」・「
作
成
者
」
と
い
う
点
で
は
、
も
は
や
仏
教
を
離
れ
キ
リ

ス
ト
教
の
神
の
特
性
に
ま
で
及
ん
で
い
る
と
い
え
る
）。「
根
源
」
は
「
神
」
と
も
換
言
さ
れ
る
。
ス
プ
ー
テ
ィ
は
「
彼
［
チ
ャ
ラ
カ
］
が
謂

ふ
所
の
神
な
る
も
の
は
、
宇
宙
に
於
け
る
善
・
真
・
美
の
本
源
に
し
て
、
菩
提
の
由
り
て
来
る
処
な
る
に
似
た
り
。」
と
い
う
（p.40 , 

鈴

木
二
五
巻
五
三
九
頁
）。

チ
ャ
ラ
カ
の
懺
悔
を
受
け
て
、
ス
プ
ー
テ
ィ
は
チ
ャ
ラ
カ
が
マ
ガ
ダ
国
の
馬
鳴
（
ア
シ
ュ
ヴ
ァ
ゴ
ー
シ
ャ
）
を
訪
ね
る
こ
と
を
勧
め
る
。

馬
鳴
は
当
代
一
の
人
物
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
た
。
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二
一

チ
ャ
ラ
カ
は
ガ
ン
ダ
ー
ラ
国
か
ら
の
誘
い
を
受
け
て
こ
の
国
に
旅
立
つ
。
か
つ
て
医
学
を
修
め
て
い
た
チ
ャ
ラ
カ
は
病
床
の
王
子
カ

ニ
シ
カ
を
診
察
し
、
治
療
に
あ
た
る
。
回
復
し
た
カ
ニ
シ
カ
は
王
と
な
る
。
軍
を
率
い
て
マ
ガ
ダ
国
を
降
す
。
カ
ニ
シ
カ
王
は
ガ
ン
ダ
ー

ラ
国
を
仏
教
を
基
礎
と
し
て
栄
え
る
国
に
し
た
。

チ
ャ
ラ
カ
と
カ
ニ
シ
カ
は
、
マ
ガ
ダ
国
か
ら
来
た
馬
鳴
に
会
っ
て
教
え
を
聴
く
機
会
を
得
る
。「
吾
等
は
慈
悲
・
智
慧
・
功
徳
・
正
義

の
源
泉
を
以
て
神
と
な
す
。」（p.73 , 

鈴
木
二
五
巻
五
五
八
頁
）
と
い
う
カ
ニ
シ
カ
に
対
し
て
馬
鳴
は

「
此
の
如
き
本
源
は
確
か
に
実
在
（a reality

）
な
り
。
此
の
実
在
は
万
有
の
上
に
如
来
の
善
法
と
し
て
現
前
し
、
一
切
の
有
情
を
一

歩
一
歩
進
め
て
大
覚
の
境
に
到
ら
し
む
。
此
善
法
を
領
得
す
る
者
は
正
道
に
入
る
、
吾
等
は
此
法
の
本
体
を
名
づ
け
て
法
身
仏

（D
harm

akāya, the body of the good law

）
と
な
す
、
…
…
無
量
光
（A

m
itābha, the source of infinite light

）
と
な
す
。」

と
説
く
（p.73 , 

鈴
木
二
五
巻
五
五
九
頁
）。
つ
ま
り
、
慈
悲
や
智
慧
の
本
源
と
し
て
万
物
に
お
い
て
実
在
す
る
も
の
を
「
法
身
仏
」
な
い

し
「
無
量
光
」
と
呼
ぶ
。

チ
ャ
ラ
カ
が
問
う
。

「
眼
に
色
を
見
、
耳
に
声
を
聞
く
、
そ
の
こ
と
が
根
本
に
お
い
て
一
大
過
失
な
ら
ざ
る
か
。
果
し
て
然
ら
ん
に
は
、
此
生
を
享
受
す

る
は
咎
な
り
、
此
れ
を
昂
進
し
、
増
長
し
、
継
承
せ
る
は
非
法
な
り
、
而
し
て
夫
婦
の
愛
、
男
女
の
情
は
正
し
く
後
悔
の
因
縁
と

な
る
べ
し
。」（p.75 , 

鈴
木
二
五
巻
五
六
〇
頁
）

つ
ま
り
、
日
常
生
活
を
楽
し
む
こ
と
は
罪
な
の
か
と
い
う
チ
ャ
ラ
カ
の
問
い
に
対
し
て
馬
鳴
は
、

「
法
身
仏
に
平
等
と
差
別
と
の
二
相
あ
る
を
わ
す
る
べ
か
ら
ず
。
差
別
は
平
等
の
具
象
化
し
た
る
な
り
。
…
…
差
別
は
無
明
に
始
ま

る
、
現
実
界
は
無
明
の
返
照
な
り
。
而
し
て
此
無
明
あ
る
が
た
め
に
平
等
の
法
身
、
具
体
化
さ
れ
、
一
切
の
法
、
現
実
と
な
る
。

平
等
の
み
を
存
せ
ば
無
に
偏
す
、
寂
滅
為
楽
あ
り
て
努
力
精
進
な
き
は
中
道
に
あ
ら
ず
。
是
を
も
つ
て
此
生
を
享
受
す
る
必
ず
し

も
誵こ

う
か訛

［
あ
や
ま
り
］
と
な
さ
ず
、
夫
婦
相
愛
し
、
男
女
相
慕
ふ
亦
咎
む
べ
き
な
し
。」（pp.76 -77 , 

鈴
木
二
五
巻
五
六
一
頁
）



二
二

と
答
え
る
。
つ
ま
り
、
平
等
と
差
別
と
い
う
二
つ
の
相
は
と
も
に
法
身
仏
の
あ
り
方
で
あ
り
、
平
等
の
ほ
う
だ
け
を
偏
重
し
て
は
い
け

な
い
。
男
女
の
恋
愛
、
夫
婦
の
愛
と
い
っ
た
こ
の
生
の
享
受
は
捨
て
去
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。

馬
鳴
の
話
に
納
得
し
チ
ャ
ラ
カ
は

「
平
等
の
智
慧
は
差
別
の
慈
悲
に
よ
り
て
動
き
、
差
別
の
慈
悲
は
平
等
の
智
慧
に
よ
り
て
明
か
な
り
。
智
あ
り
て
悲
な
け
れ
ば
空
に

偏
し
、
悲
あ
り
て
智
な
け
れ
ば
情
に
迷
ふ
。
悲
智
円
満
し
て
上
求
菩
提
下
化
衆
生
の
実
全
き
を
得
る
と
云
ふ
べ
し
。」

と
語
る
（p.77 , 
鈴
木
二
五
巻
五
六
二
頁
。
ケ
イ
ラ
ス
はLove

とW
isdom

と
を
併
置
し
て
は
い
る
が
、
悲
と
智
と
の
相
互
補
完
性
の
説
明
は
鈴

木
が
加
え
た
も
の
で
あ
る
）。

そ
れ
に
応
え
て
馬
鳴
は

「
吾
等
は
個
体
的
我
に
あ
ら
ず
。
故
に
一
身
の
解
脱
を
計
り
、
個
我
の
化け

ど度
［
迷
い
か
ら
救
う
こ
と
］
を
願
ふ
は
正
教
と
違
反
せ
り
。

…
…
吾
等
個
個
に
一
切
衆
生
を
し
て
無
明
の
繋
縛
よ
り
離
れ
し
め
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
吾
が
茲こ

こ

に
在
る
は
吾
が
た
め
に
あ
ら
ず
、
一

切
有
情
の
た
め
な
り
。
彼
を
救
ふ
に
由
り
て
我
始
め
て
解
脱
す
。」（p.77 , 

鈴
木
二
五
巻
五
六
二
頁
）、

つ
ま
り
、
一
切
有
情
を
救
う
こ
と
で
自
分
も
解
脱
す
る
の
で
あ
っ
て
、
自
分
だ
け
の
解
脱
を
願
う
の
は
間
違
い
だ
と
言
う
。
さ
ら
に
馬

鳴
は「

必
ず
し
も
俗
情
を
斥
く
る
勿
れ
、
必
ず
し
も
日
常
差
別
の
中
を
恐
る
る
な
か
れ
。
要
は
真
諦
と
俗
諦
と
の
円
融
無
礙
な
る
を
期
す

る
に
在
り
。
平
等
の
妙
は
千
差
万
別
の
裡
に
の
み
現
は
る
。
…
…
仏
陀
の
所
説
は
寂
滅
に
あ
ら
ず
、
枯
木
寒
巌
に
倚
る
が
如
き
に

あ
ら
ず
、
吾
が
霊
性
を
し
て
我
執
の
桎
梏
を
は
な
れ
て
、
悲
智
の
二
徳
を
円
満
に
す
る
に
在
り
。
仏
教
は
家
を
捨
て
、
俗
縁
を
断

つ
処
に
あ
ら
ず
し
て
、
之
を
霊
化
す
る
処
に
あ
り
、
生
生
の
妙
用
を
害
す
る
に
あ
ら
ず
し
て
、
無
明
を
除
き
、
懈
怠
を
退
け
、
瞋

恚
を
去
り
、
而
し
て
常
楽
我
浄
の
大
涅
槃
を
此
に
現
成
し
、
円
満
し
、
吾
と
衆
生
と
共
に
法
身
無
量
光
仏
の
性
徳
を
完
う
す
る

［
に
］
在
り
。」
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二
三

と
説
く
（pp.78 -80 , 

鈴
木
二
五
巻
五
六
三
～
五
六
四
頁
。「
悲
智
の
二
徳
を
円
満
に
す
る
に
在
り
」
は
原
文
に
は
な
く
鈴
木
の
加
筆
。
同
じ
く
原

文
に
な
い
「
霊
性
」
や
「
霊
化
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
注
意
し
て
お
こ
う
）。
家
族
間
の
愛
情
の
よ
う
な
「
俗
情
」
を
退

け
て
は
い
け
な
い
。
仏
教
は
家
を
捨
て
て
俗
縁
を
絶
っ
て
枯
れ
木
の
よ
う
な
寂
滅
を
目
指
す
の
で
は
な
く
、「
我
執
」
を
離
れ
て
「
悲

智
」
の
二
徳
を
完
う
す
る
こ
と
を
勧
め
る
。

別
の
機
会
に
チ
ャ
ラ
カ
は
馬
鳴
に
問
う
。

「
も
し
法
身
無
量
光
仏
に
し
て
一
切
智
を
有
し
、
慈
悲
無
辺
、
精
進
無
窮
の
、
法
界
を
造
成
し
、
一
切
衆
生
の
運
命
を
司
ど
る
者
な

ら
ば
、
何
と
て
此
世
を
し
て
本
来
無
苦
無
憂
の
も
の
な
ら
し
め
ざ
り
し
か
。
四
聖
諦
の
第
一
は
生
を
以
て
苦
の
始
ま
り
と
な
す
、

こ
れ
に
よ
り
て
見
れ
ば
、
如
何
に
自
己
を
窮
め
去
り
た
り
と
て
此
生
の
続
か
ん
限
り
は
苦
海
に
浮
沈
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
其
上
大

慈
大
悲
の
法
身
仏
は
何
と
て
無
辜
の
民
が
其
自
ら
招
く
所
な
ら
ざ
る
禍
害
に
苦
し
む
こ
と
あ
る
を
救
ひ
給
は
ざ
る
か
。
是
れ
法
身

仏
の
本
願
力
と
相
容
れ
ざ
る
に
似
た
り
、
尊
者
、
願
く
ば
吾
が
た
め
に
此
疑
ひ
を
解
き
給
へ
。」（p.95 , 

鈴
木
二
五
巻
五
七
二
頁
）

「
法
身
無
量
光
仏
（A

m
itābha

）」
が
無
限
の
「
慈
悲
」
を
も
ち
、
か
つ
「
一
切
衆
生
の
運
命
を
司
ど
る
」
の
だ
と
し
た
ら
、
こ
の
仏
は

な
ぜ
こ
の
世
に
「
苦
（suffering

）」
を
も
た
ら
し
た
の
か
。
な
ぜ
苦
し
む
民
を
こ
の
仏
は
救
わ
な
い
の
か
（
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
い
う
「
神
義

論
（Theodizee

）」
の
問
い
で
あ
る 　

）。

馬
鳴
は
次
の
よ
う
に
答
え
る
。
苦
は
「
自
業
」
と
い
う
「
因
」
よ
り
生
じ
る
「
果
」
で
あ
る
。「
吾
が
業
は
吾
が
作
る
所
な
り
、
而
し

て
其
果
は
吾
自み

ず
か

ら
感
ず
。」（p.95 , 

鈴
木
二
五
巻
五
七
三
頁
）。
そ
し
て
「
業
」
は
「
無
明
の
一
念
」
よ
り
生
じ
る
。「
吾
等
は
法
身
仏
の

所
造
に
あ
ら
ず
、
自
業
自
得
の
果
報
な
り
。」（p.97 , 

鈴
木
二
五
巻
五
七
四
頁
）

チ
ャ
ラ
カ
が
俗
に
還
り
、
カ
ニ
シ
カ
王
の
妹
と
結
婚
す
る
こ
と
に
な
っ
て
こ
の
物
語
は
終
わ
る
。

さ
て
、「
阿
弥
陀
仏
」
と
い
え
ば
、
我
々
が
た
だ
ち
に
イ
メ
ー
ジ
す
る
の
は
、「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
念
仏
し
て
こ
の
仏
に
帰
依
す
れ

（
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）



二
四

ば
極
楽
浄
土
に
往
生
で
き
て
成
仏
す
る
と
い
う
あ
の
「
阿
弥
陀
仏
」
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
こ
で
ケ
イ
ラ
ス
の
い
う
「
ア
ミ
タ
ー
バ
」

は
そ
の
阿
弥
陀
仏
で
は
な
い
。
こ
の
作
品
に
は
極
楽
浄
土
の
話
は
出
て
こ
な
い
。
訳
者
鈴
木
が
「
例
言
」
で

「
こ
こ
に
い
ふ
『
阿
弥
陀
』
は
、『
無
量
光
』
の
義
な
り
。
故
に
、
書
中“A

m
itābha”

と
あ
る
と
こ
ろ
は
、
大
抵
、『
法
身
無
量
光

仏
』
と
訳
し
置
き
た
り
。
蓋
し
、
書
名
も
ま
た
、『
法
身
仏
』
と
題
す
べ
か
り
し
な
り
。」

と
書
い
て
い
る
（
鈴
木
二
五
巻
五
一
三
頁
）
よ
う
に
、
ケ
イ
ラ
ス
の
い
う
「
ア
ミ
タ
ー
バ
」
は
「
法
身
仏
」
を
意
味
し
て
い
る
。

こ
の
作
品
の
特
徴
は
、
第
一
に
、
馬
鳴
と
い
う
人
物
を
釈
迦
亡
き
あ
と
の
仏
教
を
担
う
最
大
の
人
物
と
評
価
し
て
い
る
こ
と
、
第
二

に
、
万
物
の
本
源
と
し
て
の
「
法
身
仏
」
と
い
う
「
一
神
」
の
実
在
を
主
張
し
て
い
る
こ
と
、
第
三
に
、
山
寺
に
ひ
き
こ
も
っ
て
枯
れ

木
の
よ
う
な
寂
滅
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
我
執
は
捨
て
去
っ
た
上
で
家
族
ど
う
し
の
愛
情
を
育
ん
だ
り
と
い
う
世
俗
の
生
を
楽
し
む

こ
と
を
肯
定
す
る
こ
と
、
で
あ
る
。
こ
れ
ら
三
つ
の
論
点
は
、
先
に
見
た
ケ
イ
ラ
ス
の
二
つ
の
仏
教
著
作
に
は
見
出
せ
な
か
っ
た
（『
仏

陀
の
福
音
』
に
、〝
永
久
不
変
の
一
つ
の
真
理
が
存
在
す
る
〟
と
い
う
考
え
は
見
ら
れ
た
が
、
そ
れ
を
「
法
身
」
と
し
て
論
じ
て
は
い
な
か
っ
た
）。

し
か
し
、
こ
の
三
つ
の
論
点
は
い
ず
れ
も
鈴
木
の
『
大
乗
仏
教
概
論
』
に
は
見
出
せ
る
。

こ
の
共
通
性
に
つ
い
て
、
ど
う
考
え
た
ら
よ
い
だ
ろ
う
か
。
ケ
イ
ラ
ス
か
ら
鈴
木
へ
の
影
響
と
い
う
線
も
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
が
、

こ
の
書
の
刊
行
さ
れ
た
一
九
〇
六
年
ま
で
に
鈴
木
は
す
で
に
九
年
間
を
ア
メ
リ
カ
の
ラ
・
サ
ー
ル
で
ケ
イ
ラ
ス
と
と
も
に
過
ご
し
て
い

る
。
む
し
ろ
、
鈴
木
の
考
え
が
ケ
イ
ラ
ス
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
あ
る
い
は
相
互
に
影
響
を
与
え
合
っ

た
と
言
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

バ
ロ
ー
ズ
の
仏
教
論
に
対
す
る
釈
宗
演
の
反
駁
（
釈
か
ら
バ
ロ
ー
ズ
宛
て
の
一
八
九
六
年
の
書
簡
がSerm

ons of a Buddhist Abbot

に
収
め

ら
れ
て
い
る
）
に
本
稿
第
三
章

（4）
④
で
言
及
し
た
。
ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン
に
よ
れ
ば
、
こ
の
反
駁
に
至
る
経
緯
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
ケ
イ
ラ
ス

が
バ
ロ
ー
ズ
の
見
解
に
反
発
し
、
こ
の
反
論
を
仏
教
の
専
門
家
で
あ
る
釈
に
書
く
よ
う
に
促
し
た
と
い
う
の
が
実
情
の
よ
う
で
あ
る

（H
enderson, pp.97 -100

）。
釈
か
ら
バ
ロ
ー
ズ
に
宛
て
て
送
る
べ
き
文
章
の
見
本
と
し
て
ケ
イ
ラ
ス
が
釈
に
送
っ
た
原
稿
に
は
、「
涅
槃
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二
五

と
は
、
愛
の
根
絶
で
は
な
く
欲
望
の
根
絶
で
あ
り
、
存
在
の
根
絶
で
は
な
く
邪
悪
の
根
絶
で
あ
り
、
生
命
の
根
絶
で
は
な
く
エ
ゴ
イ
ス

テ
ィ
ッ
ク
な
渇
望
の
根
絶
で
あ
る
。
人
間
の
心
の
中
の
邪
悪
な
も
の
を
す
べ
て
根
絶
す
る
こ
と
は
自
分
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
善
行
に
向
か
っ

て
解
き
放
つ
だ
ろ
う
。
そ
の
友
人
を
も
見
知
ら
ぬ
人
を
も
、
そ
の
敵
さ
え
も
拒
絶
し
な
い
で
彼
ら
に
役
に
立
つ
活
動
に
自
分
の
生
活
を

捧
げ
よ
う
と
し
な
い
よ
う
な
人
は
真
正
の
仏
教
徒
で
は
な
い
。」
と
書
か
れ
て
い
た 　

。
そ
し
て
同
じ
文
章
が
そ
の
ま
ま
釈
の
バ
ロ
ー

ズ
宛
て
書
簡
に
含
ま
れ
て
い
る
（Serm

ons of a Buddhist Abbot, p.122 , 

鈴
木
訳
一
三
四
～
一
三
五
頁
）。（
涅
槃
は
生
命
の
根
絶
で
は
な
く
エ

ゴ
イ
ズ
ム
の
根
絶
だ
と
い
う
こ
の
論
点
は
、
こ
こ
で
確
認
し
た
よ
う
に
『
ア
ミ
タ
ー
バ
』
に
も
含
ま
れ
る
立
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
本
稿
第
一
章

（6）
で
見
た
よ
う
に
鈴
木
が
『
大
乗
仏
教
概
論
』
で
主
張
す
る
立
場
で
も
あ
る
。）
釈
が
ケ
イ
ラ
ス
を
代
弁
し
て
い
る
面
が
あ
る
こ
と
に
は
注
意

し
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。

Serm
ons of a Buddhist Abbot

（『
閑
葛
藤
』）
に
つ
い
て
考
察
し
た
本
章

（4）
で
は
、
法
身
が
万
物
に
顕
現
す
る
と
い
う
論
点
、
自
他
の

一
体
性
と
い
う
論
点
、
感
化
力
と
し
て
「
業
」
を
捉
え
る
点
、「
涅
槃
」
は
愛
を
断
つ
こ
と
で
は
な
く
利
己
主
義
を
断
つ
こ
と
だ
と
捉
え

る
点
、
な
ど
の
論
点
に
お
い
て
、
釈
と
鈴
木
の
思
想
も
ま
た
、
互
い
に
代
弁
し
合
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
本
来
ど
ち
ら
の
思
想
だ
っ

た
も
の
が
他
方
に
影
響
を
与
え
た
と
い
う
よ
う
な
区
別
を
つ
け
に
く
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
時
期
の
釈
、
ケ
イ
ラ
ス
、
鈴
木
の
三
人
は
、
相
互
に
啓
発
さ
れ
な
が
ら
相
互
に
代
弁
し
合
う
と
い
う
形
で
近
似

し
た
思
想
を
担
っ
て
い
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
釈
、
ケ
イ
ラ
ス
、
鈴
木
の
う
ち
誰
が
言
い
出
し
た
見
解
な
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、

似
た
よ
う
な
思
想
を
互
い
に
代
弁
し
合
っ
て
い
る
と
い
う
事
情
は
、
鈴
木
の
思
想
の
源
泉
を
探
り
た
い
と
い
う
本
稿
の
当
初
の
目
論
見

か
ら
す
れ
ば
収
ま
り
の
わ
る
い
結
論
で
は
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
事
情
が
解
明
で
き
た
と
い
う
こ
と
も
ま
た
収
穫
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ

う
。

⑦
ケ
イ
ラ
ス
に
と
っ
て
の
仏
教

仏
教
関
係
の
ケ
イ
ラ
ス
の
著
作
三
点
を
見
て
き
た
。
ケ
イ
ラ
ス
と
仏
教
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン
が
そ
の
著
作
『
議
論

（
109
）



二
六

を
触
発
す
る
人
』（
前
掲
）
の
第
六
章
（Looking Tow

ard the East

）
で
考
察
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン
は
、
ケ
イ
ラ
ス
と
仏

教
と
の
初
期
の
接
点
と
し
て
、
ケ
イ
ラ
ス
が
ド
イ
ツ
で
「
キ
タ
バ
タ
ケ
」
と
い
う
日
本
の
僧
侶
に
会
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る

（H
enderson, p.90

）。
こ
の
日
本
人
僧
侶
が
示
し
た
の
は
、「
信
じ
る
べ
き
ド
グ
マ
を
何
も
説
か
な
い
」
宗
教
だ
っ
た
と
ケ
イ
ラ
ス
が
記
し

て
い
る
。
長
尾
佳
代
子
に
よ
れ
ば
、
こ
の
日
本
人
僧
侶
は
北
畠
道
龍
と
い
う
人
物
で
、
彼
は
の
ち
に
「
明
治
大
学
の
前
身
で
あ
る
講
法

学
舎
を
設
立
し
、
武
術
に
優
れ
、
豪
快
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
事
欠
か
な
い
ユ
ニ
ー
ク
な
人
物
」
で
あ
っ
た
と
い
う 　

。

そ
の
よ
う
な
出
会
い
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、
シ
カ
ゴ
万
国
宗
教
会
議
ま
で
の
ケ
イ
ラ
ス
は
ほ
と
ん
ど
仏
教
な
い
し
東
洋
思
想
に
関
心
を

示
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
ら
へ
の
関
心
を
抱
き
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
の
文
章
を
自
ら
書
い
た
り
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
の
研
究
者
た
ち

の
論
文
を
雑
誌
『
オ
ー
プ
ン
・
コ
ー
ト
』
と
『
モ
ニ
ス
ト
』
に
掲
載
し
た
り
す
る
よ
う
に
な
る
転
機
は
シ
カ
ゴ
万
国
宗
教
会
議
で
あ
っ

た
（H

enderson, pp.90 -92

）。

ケ
イ
ラ
ス
の
『
仏
陀
の
福
音
』
に
つ
い
て
の
私
の
違
和
感
は
先
に
指
摘
し
た
。
ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン
も
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
様
々

な
時
代
と
伝
統
を
も
つ
仏
教
の
テ
キ
ス
ト
を
区
別
し
た
り
、
そ
れ
ら
と
ケ
イ
ラ
ス
自
身
に
よ
る
『
純
粋
化
』
さ
れ
た
付
加
部
分
と
を
区

別
し
た
り
す
る
た
め
の
手
が
か
り
を
、
ケ
イ
ラ
ス
は
［
仏
教
に
］
無
知
な
読
者
に
ほ
と
ん
ど
与
え
な
か
っ
た
。」（H

enderson, p.95

）（
の

ち
に
鈴
木
の
『
大
乗
仏
教
概
論
』
も
ま
た
、
プ
サ
ン
か
ら
同
様
の
批
判
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
点
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。）
こ
の
よ
う
に
批
判

さ
れ
う
る
も
の
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
釈
宗
演
や
鈴
木
大
拙
と
い
っ
た
東
洋
で
仏
教
改
革
を
目
指
す
人
々
が
ケ
イ
ラ
ス
の
試
み
を

好
意
的
に
迎
え
た
こ
と
は
、
今
日
か
ら
見
れ
ば
不
思
議
な
ほ
ど
で
あ
る
。

ケ
イ
ラ
ス
と
仏
教
と
の
関
係
は
、
キ
リ
ス
ト
教
を
捨
て
て
仏
教
に
転
向
す
る
と
い
う
よ
う
な
単
純
な
も
の
で
は
な
い
。
彼
は
ダ
ル
マ

パ
ー
ラ
（
一
八
六
四
～
一
九
三
三
年
。
セ
イ
ロ
ン
、
の
ち
の
ス
リ
ラ
ン
カ
の
仏
教
改
革
者
。
シ
カ
ゴ
万
国
宗
教
会
議
に
参
加
し
た
）
へ
の
書
簡
の

中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
私
は
自
分
が
仏
教
徒
だ
と
く
り
か
え
し
言
っ
て
き
ま
し
た
が
、
キ
リ
ス
ト
の
教
え
の
何
ら
か
を
受
け
入
れ
る
か
ぎ
り
私
は
キ
リ
ス

（
110
）
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ト
教
徒
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
老
子
の
教
え
の
何
ら
か
を
受
け
入
れ
る
か
ぎ
り
私
は
道
教
徒
で
も
あ

り
ま
す
。
イ
ス
ラ
エ
ル
の
預
言
者
た
ち
の
志
に
共
感
す
る
か
ぎ
り
、
私
は
イ
ス
ラ
エ
ル
思
想
の
支
持
者
で
す
。
一
言
で
言
え
ば

0

0

0

0

0

0

、

私
は

0

0

［
シ
カ
ゴ
の
］
宗
教
会
議
の
化
身
で
す

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。」（
一
八
九
六
年
二
月
二
六
日
付
け
書
簡
）

ケ
イ
ラ
ス
に
と
っ
て
、
自
分
が
た
だ
仏
教
だ
け
を
支
持
す
る
と
言
う
こ
と
は
、
一
つ
の
宗
教
を
最
高
だ
と
言
わ
な
い
よ
う
に
と
い
う
仏

陀
自
身
の
教
え
を
犯
す
こ
と
で
あ
っ
た
（H

enderson, p.116

）。

ケ
イ
ラ
ス
が
想
定
し
て
い
た
の
は
、
様
々
な
宗
教
が
競
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
迷
信
や
さ
さ
い
な
違
い
が
排
除
さ
れ
、「
以
前
よ
り

純
粋
で
健
全
な
」
宗
教
が
残
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
（H

enderson, p.108 .

）。
ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン
に
よ
れ
ば
、「
彼
［
ケ
イ
ラ
ス
］
の

目
的
は
、
―
『［
仏
陀
の
］
福
音
』
で
も
そ
の
後
の
作
品
で
も

―
彼
が
迷
信
だ
と
見
做
し
て
い
た
キ
リ
ス
ト
教
を
『
純
粋
化
す
る
』

た
め
に
仏
教
を
利
用
し
、
仏
教
を
『
純
粋
化
す
る
』
た
め
に
の
み
キ
リ
ス
ト
教
を
利
用
し
、
最
終
的
に
、
普
遍
的
真
理
の
宇
宙
的
宗
教

た
る
こ
と
を
求
め
る
よ
う
な
、『（
両
者
を
超
え
て
そ
の
上
に
あ
る
）
一
層
高
貴
な
信
念
（a nobler faith

）
を
つ
く
り
だ
す
』
こ
と
で
あ
っ

た
」（H

enderson, p.94

）
と
い
う
。

ケ
イ
ラ
ス
は
、「
キ
リ
ス
ト
の
死
に
よ
る
身
代
わ
り
の
贖
罪
と
い
う
教
義
は
野
蛮
時
代
の
残
存
だ
」
と
主
張
し
て
い
る 　

。
つ
ま
り
、

一
般
的
に
は
キ
リ
ス
ト
教
の
教
義
の
根
幹
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
さ
え
も
批
判
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
教
義
が
な
い
と
い
う
点
で

仏
教
を
進
歩
的
な
宗
教
だ
と
ケ
イ
ラ
ス
は
考
え
た
。「
仏
教
が
目
指
す
と
こ
ろ
は
、
我
々
が
〝
科
学
の
宗
教
〟
と
呼
ぶ
も
の
の
確
立
に
ほ

か
な
ら
な
い
。『
さ
と
り
』
と
『
科
学
』
と
は
相
互
交
換
可
能
な
言
葉
で
あ
る
」
と
先
の
ダ
ル
マ
パ
ー
ラ
宛
て
書
簡
の
中
で
ケ
イ
ラ
ス
は

言
う
。
そ
し
て
、「
さ
と
り
」
と
「
科
学
」
と
が
両
立
し
な
い
と
き
、
ケ
イ
ラ
ス
が
選
ぶ
の
は
「
科
学
」
の
立
場
だ
っ
た
ろ
う
と
ヘ
ン

ダ
ー
ソ
ン
は
言
う
（H

enderson, p.115

）。
シ
カ
ゴ
万
国
宗
教
会
議
で
主
張
し
た
〝
科
学
と
宗
教
と
の
相
互
補
完
〟
と
い
う
立
場
の
一
環

と
し
て
ケ
イ
ラ
ス
は
仏
教
に
関
与
し
て
い
た
。
釈
宗
演
と
鈴
木
大
拙
の
思
索
と
活
動
が
あ
く
ま
で
も
仏
教
を
基
軸
と
し
て
い
た
の
に
対

し
て
、
ケ
イ
ラ
ス
の
基
軸
は
科
学
の
客
観
性
・
真
理
性
を
哲
学
的
に
追
究
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
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二
八

本
稿
第
二
章
と
第
三
章
で
は
、
鈴
木
の
『
大
乗
仏
教
概
論
』
の
思
想
の
源
泉
と
考
え
ら
れ
る
い
く
つ
か
の
思
想

―
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ

ウ
ア
ー
、『
大
乗
起
信
論
』、
華
厳
哲
学
、
釈
宗
演
、
ポ
ー
ル
・
ケ
イ
ラ
ス

―
を
と
り
あ
げ
、
鈴
木
と
の
関
係
を
論
じ
て
き
た 　

。
第

一
章
で
『
大
乗
仏
教
概
論
』
の
特
徴
的
な
論
点
を
七
点

―
①
「
生
き
て
い
る
宗
教
」（
活
力
と
包
括
性
）、
②
知
性
的
傾
向
（
宗
教
と
科

学
と
の
相
互
補
完
）、
③
「
真
如
」
と
「
無
明
」、
④
「
法
身
」
と
「
愛
」、
⑤
諸
宗
教
の
一
致
、
⑥
（
生
の
肯
定
と
し
て
の
）「
涅
槃
」、
⑦

「
業
」
に
つ
い
て
の
新
し
い
解
釈

―
紹
介
し
た
。
②
は
ケ
イ
ラ
ス
を
継
承
し
、
③
は
『
大
乗
起
信
論
』
に
由
来
し
、
④
は
シ
ョ
ー
ペ

ン
ハ
ウ
ア
ー
と
華
厳
哲
学
と
を
統
合
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
⑤
は
シ
カ
ゴ
万
国
宗
教
会
議
の
理
念
に
対
応
し
、
⑥
は
釈
宗
演
と
ケ
イ

ラ
ス
に
も
共
有
さ
れ
、
⑦
は
ケ
イ
ラ
ス
に
触
発
さ
れ
て
着
想
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
本
稿
で
確
認
で
き
た
。
鈴
木
の
周
囲
の
人
々

の
思
想
、
仏
教
の
古
典
の
思
想
、
西
洋
の
哲
学
思
想
、
鈴
木
は
こ
れ
ら
を
学
び
影
響
を
受
け
な
が
ら
、「
法
身
」
か
ら
の
万
物
の
顕
現
や

智
悲
（
知
と
愛
）
の
一
体
性
を
基
軸
と
し
た
独
自
の
仏
教
思
想
を
構
築
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

四
　
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
と
鈴
木
大
拙

様
々
な
思
想
の
影
響
の
も
と
で
鈴
木
独
自
の
着
想
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
成
立
し
た
こ
の
『
大
乗
仏
教
概
論
』
は
、
そ
れ
で
は
読
者
に

ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

ベ
ル
ギ
ー
の
仏
教
学
者
ル
イ
・
ド
・
ラ
・
ヴ
ァ
レ
ー
・
プ
サ
ン
に
よ
る
鈴
木
の
『
大
乗
仏
教
概
論
』
に
つ
い
て
の
書
評
が
『
英
国
王

立
ア
ジ
ア
協
会
誌
』
の
一
九
〇
八
年
号
に
掲
載
さ
れ
た 　

。
プ
サ
ン
は
ま
ず
、『
バ
ガ
ヴ
ァ
ッ
ド
・
ギ
ー
タ
ー
』
解
釈
の
上
で
サ
ン
ス

ク
リ
ッ
ト
の
解
説
書
よ
り
も
ハ
ル
ト
マ
ン
の
無
意
識
の
哲
学 　

の
ほ
う
が
役
に
立
つ
と
述
べ
た
或
る
人
物
（
鈴
木
で
は
な
い
）
の
見
解
に

驚
い
た
と
述
べ
る
。
近
代
西
洋
の
思
想
を
古
代
イ
ン
ド
の
テ
キ
ス
ト
に
読
み
込
む
こ
と
が
警
戒
さ
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
こ
の
点
で
鈴
木

の
『
大
乗
仏
教
論
概
』
も
ま
た
批
判
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
プ
サ
ン
に
よ
れ
ば
、
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鈴木大拙の『大乗仏教概論』についての考察（中の三）

二
九

「
彼
［
鈴
木
］
の
大
乗
仏
教
は
、
有
益
で
許
さ
れ
る
範
囲
を
超
え
て
、
ヴ
ェ
ー
ダ
ー
ン
タ
哲
学
に
染
ま
っ
て
お
り
、
ま
た
ド
イ
ツ
哲

学
に
染
ま
っ
て
い
る
。」（p.886

）

大
乗
仏
教
に
は
多
様
な
思
想
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、

「
著
者
［
鈴
木
］
は
、
学
派
や
教
義
の
多
様
性
に
言
及
す
る
こ
と
を
省
略
し
、
我
々
に
真
の
大
乗
仏
教
と
し
て
、
仏
教
的
と
い
う
よ

り
ず
っ
と
ヴ
ェ
ー
ダ
ー
ン
タ
的
で
ヘ
ー
ゲ
ル
的
な
汎
神
論
の
シ
ス
テ
ム
を
示
し
て
い
る
。」（p.888

）

「
大
乗
仏
教
は
最
終
的
に
ヴ
ェ
ー
ダ
ー
ン
タ
哲
学
に
合
流
す
る
が
、
最
初
か
ら
ヴ
ェ
ー
ダ
ー
ン
タ
哲
学
だ
っ
た
の
で
は
な
い
。」

（p.889

）

と
プ
サ
ン
は
言
う
。
鈴
木
の
い
う
仏
教
で
は
ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
（
竜
樹
）
や
ア
サ
ン
ガ
（
無
著
）
が
正
当
な
位
置
を
占
め
て
い
な
い
と

指
摘
さ
れ
て
い
る
。

プ
サ
ン
に
よ
れ
ば
、「
法
身
」
を
宇
宙
の
究
極
的
原
理
と
す
る
鈴
木
の
見
解
は
真
の
大
乗
仏
教
で
は
な
い
。
そ
し
て
、

「
Ｔ
・
ス
ズ
キ
は
、
大
乗
仏
教
の
こ
の
ヴ
ェ
ー
ダ
ー
ン
タ
化
に
満
足
せ
ず
、
ハ
ル
ト
マ
ン
の
三
巻
［『
無
意
識
の
哲
学
』］
を
助
け
に

呼
び
出
し
て
い
る
。」（p.889

）

と
プ
サ
ン
は
言
う
。
つ
ま
り
、「
法
身
」
を
「
ど
こ
に
で
も
広
が
り
、
い
つ
で
も
働
い
て
い
る
自
発
的
な
意
志
」
と
捉
え
る
鈴
木
の
見
解

は
ハ
ル
ト
マ
ン
の
「
無
意
識
」
を
取
り
入
れ
た
解
釈
だ
と
プ
サ
ン
は
考
え
て
い
る
（
私
は
本
稿
で
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
「
意
志
」
を
鈴

木
が
「
法
身
」
に
置
き
換
え
た
と
解
釈
し
た
が
、
プ
サ
ン
は
ハ
ル
ト
マ
ン
の
「
無
意
識
」
を
「
法
身
」
に
置
き
換
え
た
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ

る 　

）。「
Ｔ
・
ス
ズ
キ
の
著
書
は
マ
ン
ト
ラ
学
派
（
真
言
宗
）
の
立
場
の
影
響
を
受
け
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。」（p.893

）
と
も
述

べ
て
い
る
。
鈴
木
の
著
作
に
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
誤
植
や
誤
解
が
少
な
く
な
い
こ
と
も
ま
た
批
判
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
プ
サ
ン
は
鈴
木
が
ヴ
ェ
ー
ダ
ー
ン
タ
哲
学
的
な
も
の
、
あ
る
い
は
ハ
ル
ト
マ
ン
の
「
無
意
識
」
や
ヘ
ー
ゲ
ル
の
汎
神

論
に
似
た
も
の
を
大
乗
仏
教
と
し
て
示
し
て
い
る
こ
と
を
批
判
し
た
。
プ
サ
ン
の
立
場
は
、
原
始
仏
教
か
ら
大
乗
仏
教
の
諸
相
の
成
立
・
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三
〇

展
開
へ
と
い
う
仏
教
の
歴
史
的
変
遷
の
姿
を
正
確
に
把
握
し
よ
う
と
す
る
立
場
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
立
場
は
尊
重
さ
れ
る
べ
き
な

の
だ
が
、
鈴
木
の
『
大
乗
仏
教
概
論
』
を
そ
の
基
準
だ
け
で
批
判
し
て
よ
い
の
か
と
も
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
釈
や
ケ
イ
ラ
ス
の
仏
教
革

新
運
動
を
継
ぎ
、
近
代
科
学
の
時
代
に
存
立
し
う
る
仏
教
を
新
た
に
構
築
し
よ
う
と
い
う
意
図
も
込
め
て
書
か
れ
た
も
の
だ
っ
た
か
ら

で
あ
る
。

鈴
木
の
『
大
乗
仏
教
概
論
』
に
は
大
乗
仏
教
の
「
多
様
性
」
が
描
か
れ
て
い
な
い
と
プ
サ
ン
は
批
判
し
た
。
た
し
か
に
大
乗
仏
教
に

は
、「
色
即
是
空
」
の
般
若
系
の
思
想
も
あ
れ
ば
、
浄
土
系
の
阿
弥
陀
仏
の
思
想
も
あ
れ
ば
、
真
言
系
の
大
日
如
来
と
の
一
体
化
の
思
想

も
あ
る
。
今
日
大
乗
仏
教
と
は
何
か
を
説
明
す
る
際
に
は
、
こ
れ
ら
を
網
羅
的
に
列
挙
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
が
、
鈴
木
は
そ
の
網

羅
性
に
は
向
か
わ
ず
、
む
し
ろ
、
法
身
の
万
物
へ
の
顕
現
と
い
う
、
そ
の
中
の
一
つ
の
思
想
で
大
乗
仏
教
を
代
表
さ
せ
よ
う
と
し
た
。

彼
は
そ
れ
が
大
乗
仏
教
の
本
質
だ
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
大
乗
仏
教
を
説
明
す
る
ス
タ
イ
ル
と
し
て
、
様
々
な
形
態
を
網
羅
的
に
列

挙
す
る
の
で
は
な
く
て
、
著
者
が
本
質
だ
と
考
え
る
一
つ
の
思
想
で
代
表
さ
せ
る
と
い
う
手
法
が
あ
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
私

は
考
え
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
際
に
は
、
大
乗
仏
教
の
本
質
は
何
な
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
様
々
な
立
場
が
あ
る
で
あ
ろ
う

が
。仏

教
の
専
門
家
プ
サ
ン
に
よ
る
批
判
の
一
方
で
、
鈴
木
の
『
大
乗
仏
教
概
論
』
は
イ
ギ
リ
ス
の
或
る
雑
誌
に
評
価
さ
れ
て
再
録
さ
れ

る
こ
と
に
も
な
る 　

。
そ
し
て
、
冒
頭
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
の
思
想
家
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
が
『
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
と
仏

教
』
と
い
う
著
作
の
中
で
鈴
木
の
『
大
乗
仏
教
概
論
』
に
言
及
し
て
い
る
。

本
稿
執
筆
の
当
初
の
計
画
で
は
、
こ
の
第
四
章
に
お
い
て
鈴
木
と
ウ
ェ
ー
バ
ー
と
の
思
想
的
関
係
を
論
じ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
こ

の
論
点
に
つ
い
て
は
昨
年
別
の
機
会
に
発
表
す
る
こ
と
に
な
っ
た 　

。
本
稿
で
は
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
省
略
し
、
概
略
の
み
を
記
し

て
お
く
。
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三
一

ま
ず
第
一
節
で
は
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
と
鈴
木
が
ア
メ
リ
カ
で
「
芸
術
・
科
学
会
議
」
と
い
う
同
じ
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
い
た
こ
と
を

紹
介
し
、
彼
ら
が
時
間
的
・
空
間
的
な
意
味
で
意
外
に
近
い
と
こ
ろ
に
い
た
と
い
う
こ
と
を
示
し
た
。
次
に
第
二
節
で
は
、
ウ
ェ
ー
バ
ー

の
大
乗
仏
教
論
を
解
読
す
る
こ
と
で
ウ
ェ
ー
バ
ー
が
鈴
木
か
ら
学
ん
だ
こ
と
と
両
者
の
大
乗
仏
教
論
の
方
向
性
の
違
い
と
を
明
ら
か
に

し
た
。
さ
ら
に
第
三
節
で
は
、
鈴
木
と
ウ
ェ
ー
バ
ー
と
が
と
も
に
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
に
親
近
感
を
抱
い
て
い
た
こ
と
を
手
が

か
り
と
し
て
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
思
想
の
う
ち
の
ど
こ
に
親
近
感
を
抱
く
の
か
に
こ
の
二
人
の
思
想
の
対
照
性
が
現
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す

と
と
も
に
、
三
者
に
共
通
す
る
も
の
は
何
な
の
か
を
探
っ
て
み
た
。
最
後
に
第
四
節
で
は
、
鈴
木
は
〝
愛
と
知
と
の
相
即
性
〟
を
し
ば

し
ば
主
張
し
て
い
る
の
だ
が
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
は
「
愛
と
知
」
を
ど
う
論
じ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
も
考
え
て
み
た
。

鈴
木
の
著
作
に
ウ
ェ
ー
バ
ー
が
言
及
し
て
か
ら
鈴
木
は
五
十
年
近
く
も
生
き
た
の
だ
が
、
残
念
な
が
ら
、
鈴
木
が
ウ
ェ
ー
バ
ー
に
つ

い
て
論
じ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
と
も
あ
れ
、
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
が
鈴
木
の
『
大
乗
仏
教
概
論
』
に
論
及
し
た
と
い
う
こ
と
は
、

思
想
史
的
に
は
い
く
つ
か
の
意
味
で
興
味
深
い
出
逢
い
だ
っ
た
。
そ
れ
は
近
代
日
本
の
宗
教
思
想
に
ウ
ェ
ー
バ
ー
が
出
逢
っ
た
一
つ
の

接
点
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
古
代
イ
ン
ド
の
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
の
思
想
が
十
九
世
紀
ド
イ
ツ
の
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
に
イ
ン
パ
ク
ト
を

与
え
、
そ
の
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
思
想
に
近
代
日
本
の
鈴
木
大
拙
が
影
響
を
受
け
、
そ
の
鈴
木
が
書
い
た
著
作
を
二
十
世
紀
初
頭
の

ド
イ
ツ
で
ウ
ェ
ー
バ
ー
が
読
ん
で
い
る
、
と
い
う
実
に
壮
大
な
東
西
の
思
想
交
流
・
交
錯
の
軌
跡
が
こ
こ
に
結
実
し
て
い
る
と
見
る
こ

と
も
で
き
る
の
で
あ
る
。

註（
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井
上
禅
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（
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部
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八
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三
二

万
国
宗
教
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折
に
釈
宗
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pen C
ourt Publishing C

om
pany, p.3 .

（
92
） 　

ケ
イ
ラ
ス
と
は
対
照
的
に
、
鈴
木
大
拙
と
西
田
幾
多
郎
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
か
ら
深
い
影
響
を
受
け
て
い
た
。
鈴
木
と
ジ
ェ
イ
ム
ズ
と
の
関

係
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
鈴
木
大
拙
と
マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
」（『
理
想
』
第
七
〇
七
号
、
二
〇
二
二
年
七
月
、
九
二
～
一
二
八
頁
）
第
三
章
を
、
西
田
と

ジ
ェ
イ
ム
ズ
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
西
田
幾
多
郎
の
『
善
の
研
究
』
と
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
」（
日
本
宗
教
学
会
（
編
）『
宗
教
研
究
』
第
三

六
二
号
、
二
〇
〇
九
年
一
二
月
、
四
九
～
七
一
頁
）
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
93
） 　

Paul C
arus, “W

hence and w
hither: in reply to m

y critics” （The O
pen C

ourt, vol.16 , no.  2  （N
o 549

）, February 1902 , pp.74 -85

）, p.79 . 

ケ
イ
ラ
ス
の
著

作
『
ど
こ
か
ら
ど
こ
へ
（W

hence and w
hither

）』（
一
九
〇
〇
年
）
へ
の
批
判
に
対
す
る
応
答
で
あ
る
。

（
94
） 　

Paul C
arus, The Philosophy of Form

, p.35 .

（
95
） 　

The W
orld’s Parliam

ent of Religions
（
バ
ロ
ー
ズ
版
）, Volum

e 2 , pp.978 -981 . 

ケ
イ
ラ
ス
の
原
稿
の
邦
訳
「
宗
教
的
天
啓
と
し
て
の
科
学
」
が
、
長
谷

川
訳
『
科
学
的
宗
教
』（
註
90
に
前
掲
）
に
、
付
録
（
一
～
二
九
頁
）
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。

（
96
） 　

Schopenhauer, D
ie W

elt als W
ille und Vorstellung, S.493 . 

西
尾
訳
Ⅲ
一
三
七
頁
。

（
97
） 　
『
ダ
ン
マ
パ
ダ
』
は
、
中
村
元
（
訳
）『
ブ
ッ
ダ
の
真
理
の
こ
と
ば
・
感
興
の
こ
と
ば
』（
一
九
七
八
年
、
岩
波
文
庫
）
に
『
真
理
の
こ
と
ば
』
と
し
て
収
め

ら
れ
て
い
る
。
ケ
イ
ラ
ス
が
引
用
し
て
い
る
の
は
、「
実
に
こ
の
世
に
お
い
て
は
、
怨
み
に
報
い
る
に
怨
み
を
以
て
し
た
な
ら
ば
、
つ
い
に
怨
み
の
息や

む
こ

と
が
な
い
。
怨
み
を
す
て
て
こ
そ
息
む
。
こ
れ
は
永
遠
の
真
理
で
あ
る
。」（
一
〇
頁
）
と
い
う
言
葉
だ
と
推
測
さ
れ
る
（「
愛
」
と
い
う
言
葉
は
な
い
が
）。「
怒

ら
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
怒
り
に
う
ち
勝
て
。
善
い
こ
と
に
よ
っ
て
悪
い
こ
と
に
う
ち
勝
て
。」（
四
一
頁
）
と
い
う
言
葉
も
同
趣
旨
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

（
98
） 　

Paul C
arus, The G

ospel of Buddha, 1894 , fifteenth printing 1921 , C
hicago: The O

pen C
ourt Publishing C

o.

（
99
） 　

鈴
木
大
拙
（
訳
）『
仏
陀
の
福
音
』（
一
八
九
五
年
、
一
九
〇
一
年
改
正
再
版
、
森
江
書
店
、
鈴
木
全
集
二
五
巻
所
収
）。
英
訳
と
邦
訳
と
で
章
の
構
成
に
ズ
レ
が

あ
る
の
は
版
の
違
い
に
よ
る
も
の
か
と
推
測
さ
れ
る
。

（
100
） 　

D
aisetz Teitaro Suzuki, “Introduction: A

 G
lim

pse of Paul C
arus”, Joseph M

. K
itagaw

a 
（ed.

） M
odern Trends in W

orld Religions: Paul C
arus 
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三
三

M
em

orial Sym
posium

 （1959 , La Salle, Illinois: The O
pen C

ourt Publishing C
om

pany

）, p.xi.
（
101
） 　

ウ
ェ
ー
バ
ー
の
「
脱
呪
術
化
（Entzauberung

）」
概
念
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
い
う
『
エ
ン
ト
ツ
ァ
ウ
ベ
ル
ン
ク
』
と
は
何
か
」（
江
川
純

一
・
久
保
田
浩
編
『
宗
教
史
学
論
叢
19　
「
呪
術
」
の
呪
縛　

上
巻
』（
二
〇
一
五
年
三
月
、
リ
ト
ン
社
）、
九
九
～
一
四
二
頁
）
を
参
照
。
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
「
脱
呪
術

化
」
は
、
呪
術
性
を
脱
却
し
て
宗
教
に
徹
す
る
と
い
う
意
味
と
、
呪
術
か
ら
も
宗
教
か
ら
も
脱
却
し
て
世
俗
化
す
る
と
い
う
意
味
と
を
併
せ
も
つ
。
ケ
イ

ラ
ス
の
場
合
は
前
者
の
「
脱
呪
術
化
」
だ
と
言
え
る
。

（
102
） 　

仏
教
を
「
科
学
の
宗
教
」
と
見
做
す
ポ
ー
ル
・
ケ
イ
ラ
ス
の
立
場
に
つ
い
て
は
、
ケ
ネ
ス
・
タ
ナ
カ
『
ア
メ
リ
カ
仏
教

―
仏
教
も
変
わ
る
、
ア
メ
リ

カ
も
変
わ
る
』（
二
〇
一
〇
年
、
武
蔵
野
大
学
出
版
会
）、
一
〇
六
～
一
〇
八
、
二
〇
六
～
二
〇
八
頁
も
参
照
。

（
103
） 　

Paul C
arus, K

arm
a: A Story of early Buddhism

 （1895 , illustrated &
 printed by T. H

asegaw
a, Tokyo, for The O

pen C
ourt Publishing C

o., C
hicago. 

前
年

オ
ー
プ
ン
・
コ
ー
ト
社
で
刊
行
さ
れ
た
も
の
が
日
本
で
挿
し
絵
を
入
れ
て
刊
行
さ
れ
た
）. 

鈴
木
大
拙
（
訳
）『
因
果
の
小
車
』（
一
八
九
八
年
、
長
谷
川
商
店
、
鈴
木
全

集
二
六
巻
一
～
一
八
頁
）。

（
104
） 　

芥
川
龍
之
介
「
蜘
蛛
の
糸
」（
同
『
蜘
蛛
の
糸
・
杜
子
春
』、
一
九
六
八
年
、
二
〇
一
〇
年
改
版
、
新
潮
文
庫
、
一
～
一
三
頁
）。
長
尾
佳
代
子
「
芥
川
龍
之
介
『
蜘

蛛
の
糸
』
原
作
の
主
題

―
ポ
ー
ル
・
ケ
ー
ラ
ス
が
『
カ
ル
マ
』
で
言
お
う
と
し
た
こ
と
」（
仏
教
文
学
研
究
会
（
編
）『
佛
教
文
學
』
第
二
七
号
、
二
〇
〇
三

年
、
一
六
一
～
一
七
二
頁
）
が
、
ケ
イ
ラ
ス
の
『
カ
ル
マ
』
と
芥
川
の
『
蜘
蛛
の
糸
』
と
を
比
較
し
て
い
る
。

（
105
） 　

吉
田
精
一
「『
蜘
蛛
の
糸
・
杜
子
春
』
に
つ
い
て
」（
前
掲
『
蜘
蛛
の
糸
・
杜
子
春
』、
所
収
）。

（
106
） 　

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
（
原
卓
也
訳
）『
カ
ラ
マ
ー
ゾ
フ
の
兄
弟
（
中
）』（
一
九
七
八
年
、
二
〇
〇
四
年
改
版
、
新
潮
文
庫
）、
二
二
〇
～
二
二
一
頁
。

（
107
） 　

Paul C
arus, Am

itābha: A Story of Buddhist theology （1906 , C
hicago: The O

pen C
ourt Publishing C

om
pany

）. 

鈴
木
大
拙
（
訳
）『
阿
弥
陀
仏
』（
一
九
〇

六
年
、
丙
午
出
版
社
、
鈴
木
全
集
二
五
巻
五
一
一
～
五
八
七
頁
）。「
訳
者
は
必
ず
し
も
原
文
に
拘
泥
せ
ず
、
処
処
自
家
の
意
見
を
以
て
改
竄
し
た
り
」（
五
一
三

頁
）
と
鈴
木
が
書
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。

（
108
） 　

ウ
ェ
ー
バ
ー
の
「
神
義
論
（Theodizee

）」
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
倫
理
思
想

―
比
較
宗
教
社
会
学
に
込
め
ら
れ
た
倫
理
観
』（
二
〇
一

一
年
、
未
來
社
）
第
四
章
で
論
じ
た
。

（
109
） 　

南
イ
リ
ノ
イ
大
学
カ
ー
デ
ン
ボ
イ
デ
ル
校
モ
リ
ス
図
書
館
に
そ
の
資
料
が
保
管
さ
れ
て
い
る
と
ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン
は
書
い
て
い
る
（H

enderson, p.98

）。
こ

の
資
料
を
確
認
し
た
か
っ
た
の
で
当
該
図
書
館
に
問
い
合
わ
せ
た
が
、
そ
の
資
料
お
よ
び
一
八
九
六
年
一
月
二
三
日
付
け
ケ
イ
ラ
ス
か
ら
釈
宗
演
宛
て
書

簡
は
発
見
で
き
な
い
と
い
う
回
答
だ
っ
た
。



三
四

（
110
） 　

長
尾
佳
代
子
「
日
本
近
代
化
に
お
け
る
ポ
ー
ル
・
ケ
イ
ラ
ス
の
関
わ
り
」（『
大
阪
体
育
大
学
紀
要
』
第
三
九
巻
、
二
〇
〇
八
年
、
二
六
五
～
二
七
五
頁
）、
二
六

八
頁
。

（
111
） 　

Paul C
arus, Buddhism

 and its C
hristian critics, 1897 , C

hicago: The O
pen C

ourt Publishing C
om

pany, p.301 .
（
112
） 　

そ
の
ほ
か
の
思
想
家
か
ら
の
影
響
に
つ
い
て
は
今
回
は
断
念
す
る
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ボ
ル
グ
と
鈴
木
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
鈴
木
大
拙
の
『
日

本
的
霊
性
』
に
つ
い
て
の
考
察
（
上
）」（
九
州
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
院
編
『
哲
學
年
報
』
第
七
七
輯
、
二
〇
一
八
年
三
月
、
二
五
～
七
六
頁
）
の
中
で
言
及

し
た
（
六
一
～
六
二
頁
）。
知
と
愛
と
の
相
即
に
鈴
木
は
し
ば
し
ば
言
及
す
る
の
だ
が
、
鈴
木
に
と
っ
て
、
実
は
こ
の
論
点
は
仏
教
特
有
の
思
想
で
は
な
く
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ボ
ル
グ
（
一
六
八
八
～
一
七
七
二
年
）
の
「
神
智
」
と
「
神
愛
」
と
の
本
来
の
一
体
性
と
い
う
立
場
と
も
重
な
る
思
想
で
あ
っ
た
。
鈴
木
は
一

九
一
四
（
大
正
三
）
年
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ボ
ル
グ
のThe D

ivine Love and W
isdom

の
和
訳
を
『
神
智
と
神
愛
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
刊
行
し
て
い
る
。
こ

の
書
で
は
、
神
の
本
質
は
愛
と
知
と
い
う
二
つ
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
愛
と
知
と
は
不
可
分
で
あ
る
こ
と
が
主
張
さ
れ
て
い
た
。Em

anuel Sw
edenborg, 

The D
ivine Love and W

isdom
, 1912 , London: J. M

. D
ent &

 Sons, Ltd., pp.12 -15 . 

鈴
木
大
拙
（
訳
）『
神
智
と
神
愛
』（
鈴
木
全
集
二
五
巻
、
所
収
）、
二
八

～
三
二
頁
。

（
113
） 　

Louis de la Vallée Poussin, “D
aisetz Teitaro Suzuki, O

utlines of M
ahāyāna Buddhism

” ［review

］, The Journal of the Royal Asiatic Society of 
G

reat Britain and Ireland, 1908 , C
am

bridge U
niversity Press, pp.885 -894 .

（
114
） 　

E. v. H
artm

ann, Philosophie des U
nbew

ussten: Versuch einer W
eltanschauung, 1869 , B

erlin: C
arl D

uncker’s Verlag.

（
115
） 　

エ
ド
ゥ
ワ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
ハ
ル
ト
マ
ン
（
一
八
四
二
～
一
九
〇
六
年
）
が
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
意
志
と
ヘ
ー
ゲ
ル
の
理
知
と
を
統
合
し
よ
う
と
し
、

こ
の
立
場
を
ケ
ー
ベ
ル
も
西
田
幾
多
郎
も
継
承
し
て
い
る
こ
と
に
関
し
て
、
拙
稿
「
西
田
幾
多
郎
の
『
善
の
研
究
』
と
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
」（
九
州
大

学
哲
学
会
編
『
哲
学
論
文
集
』
第
五
五
輯
、
二
〇
一
九
年
九
月
、
一
～
三
三
頁
）
第
四
章
を
参
照
。
当
時
の
人
々
に
と
っ
て
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
と
ハ
ル
ト
マ

ン
と
は
或
る
意
味
で
重
な
り
合
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
森
鷗
外
『
妄も

う
ぞ
う想

』（『
森
鷗
外
全
集
』
第
三
巻
、
一
九
九
五
年
、
ち
く
ま
文
庫
、
所
収
）
に
は
、

か
つ
て
ベ
ル
リ
ン
で
医
学
を
学
び
今
は
日
本
の
海
辺
で
ひ
っ
そ
り
と
暮
ら
し
て
い
る
主
人
公
の
考
え
て
き
た
こ
と
と
い
う
形
で
、
ハ
ル
ト
マ
ン
や
シ
ョ
ー

ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
や
ニ
ー
チ
ェ
へ
の
関
心
と
感
想
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
116
） 　

Buddhism
 in England: the organ of the Buddhist Lodge, London, M

ay, 1930  –  M
arch-A

pril, 1934 . 

す
で
に
絶
版
に
な
っ
て
い
た
鈴
木
のO

utlines 

of M
ahāyāna Buddhism

は
、Buddhism

 in England

の
一
九
三
〇
年
六
月
号
か
ら
一
九
三
四
年
三
・
四
月
号
に
か
け
て
、「
少
し
短
縮
」
し
た
形
で
連
載

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
先
立
ち
、
一
九
三
〇
年
の
五
月
号
で
、Buddhism

 in England
の
編
者
は
案
内
の
文
章
を
書
い
て
い
る
（pp.15 -17

）。
そ
こ
で
は
、
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三
五

ア
シ
ュ
ヴ
ァ
ゴ
ー
シ
ャ
を
（
鈴
木
と
同
じ
く
）
紀
元
一
世
紀
の
終
わ
り
の
人
物
と
し
、
彼
の
著
作
と
さ
れ
、
鈴
木
が
英
訳
し
た
『
大
乗
起
信
論
』
は
大
乗
仏

教
の
思
想
を
集
約
し
て
哲
学
的
・
宗
教
的
な
体
系
へ
と
統
合
し
た
も
の
だ
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
も
そ
も
、「
宗
教
」
の
基
本
的
な
要
件
と
し

て
、
現
象
を
超
越
す
る
根
本
的
実
在
（R

eality

）、
人
間
と
こ
の
実
在
と
の
本
来
の
一
体
性
、
実
在
と
の
最
終
的
一
体
化
と
い
う
目
標
、
と
い
う
三
点
を
挙

げ
、
初
期
の
仏
教
は
こ
の
「
宗
教
」
に
該
当
し
な
い
が
大
乗
仏
教
は
該
当
す
る
と
述
べ
る
。
大
乗
仏
教
で
は
知
と
愛
と
が
重
視
さ
れ
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ

て
い
る
。

（
117
） 　

前
掲
拙
稿
「
鈴
木
大
拙
と
マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
」（『
理
想
』
第
七
〇
七
号
、
所
収
）。

紙
幅
の
制
約
の
た
め
、
第
五
章
は
次
号
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。




